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各構成機関における令和４年度の取組状況及び 

令和５年度の取組予定について 
 

  

資料１ 

資料２ 
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【広島市自主防災連合会】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知  る 

○ 防災マップの作成等を通じ

てまちあるきを行い，地域の

災害危険箇所，避難場所や避

難経路などを確認する。 

 ○ まちあるきや防災マップの

作成に関し、新型コロナウイ

ルス感染症予防を徹底した上

で、住民の参加を促し、地域

の災害危険箇所、避難場所や

避難経路などを確認するよう

促した。 

 

○ 防災マップの作成等を通じ

てまちあるきを行い，地域の

災害危険箇所，避難場所や避

難経路などを確認する。[継

続] 

察知する 

○ 災害時における地域の連絡

網には、可能な限り携帯電話

を使用するなど、停電時等で

も情報を伝達できる連絡網の

作成を促進する。 

 

○ 広島市防災情報メールや避

難誘導アプリなど，災害時に

必要な情報の入手手段の確保

について周知する。 

 

○ 防災ライブカメラ設置の検

討 

 

○ 防災訓練時に防災情報メー

ルによる訓練開始の伝達を行

い、メールの伝達が確実に行

われたかの確認を行うよう促

した。 

 

○ 回覧等により、避難誘導ア

プリなどの情報入手手段の確

保について周知した。 

 

 

○ 広島市の防災ライブカメラ

の設置制度について、住民へ

周知し、設置を促した。 

 

○ 災害時における地域の連絡

網には、可能な限り携帯電話

を使用するなど、停電時等で

も情報を伝達できる連絡網の

作成を促進する。[継続] 

 

○ 避難誘導アプリや広島市防

災情報メールなど，災害時に

必要な情報の入手手段の確保

について周知する。[継続] 

 

○ 防災ライブカメラ設置の検 

 討[継続] 

 

行動する 

・ 

学 ぶ 

○ 防災マップの作成等による

災害危険箇所等の確認 

 

○ 自主防災組織等による防災

訓練や防災研修会の開催 

 

○ 地域の各種団体と連携した

防災訓練,地域の特性を踏ま

えた防災訓練の実施 

 

○ 子どもが楽しめる防災訓

練・フェアを実施 

○ まちあるきや防災マップの

作成に関し、新型コロナウイ

ルス感染症の予防を徹底した

上で、住民の参加を促し、地

域の災害危険箇所、避難場所

や避難経路などを確認するよ

う促した。 

 

○ 市内各地で小学校区単位の

連合組織がそれぞれ防災訓練

や研修会などを実施した。 

 

 

 

 

○ 防災マップを活用した災害

危険箇所、避難経路等の確認[継

続] 

 

○ 自主防災組織等による防災

研修会や勉強会等の開催[継

続] 

 

○ 広島市総合防災センターの

自主防災会研修への参加 

 

○ 地域の各種団体と連携した

防災訓練,地域の特性を踏ま

えた防災訓練の実施[継続] 

 

○ 子どもが楽しめる防災訓

練・フェアを実施[継続] 

備 え る 

○ 避難場所までの避難が困難

な場合などに備えて，一時緊

急退避施設（商業施設（駐車

場，マンション，社宅等）を

確保 

 

○ 非常持ち出し袋や家庭内備

蓄の準備などの周知 

 

○ 区役所と連携して、マンシ

ョンや民間施設と浸水時緊急

退避施設の協定を結び、避難

場所までの避難が困難な場合

に備えるよう促した。 

 

○ 防災訓練や研修の際、非常

持ち出し袋や家庭内備蓄の必要

性について、リストや見本を活

用して周知した。 

○ 避難場所までの避難が困難

な場合などに備えて，一時緊

急退避施設（商業施設（駐車

場，マンション，社宅等）を

確保[継続] 

 

○ 非常持ち出し袋や家庭内備

蓄の準備などの周知[継続] 
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【広島県消防協会】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知  る 

○ 地域と連携した，ハザード

マップ等を活用した防災訓練

による災害危険箇所等の確認 

○ 地域住民の方と消防団（団

員）が一緒にハ 

ザードマップ等を活用して、

まち歩き等を実施し，危険箇

所等の確認 

  

 

 

 

○ 地域と連携した，ハザード

マップ等を活用した防災訓

練による災害危険箇所等の

確認[継続] 

○ 地域住民の方と消防団（団

員）が一緒にハ 

ザードマップ等を活用して、

まち歩き等を実施し，危険箇

所等の確認[継続] 

察知する 

○ 県，市町等が発表する防

災・避難情報の伝達手段及び

住民の自主避難体制の構築 

 ○ 県，市町等が発表する防

災・避難情報の伝達手段及び

住民の自主避難体制の構築

[継続] 

行動する 

○ 避難行動要支援者の把握及

び避難訓練の実施 

  ○ 左記の取組みを実施。 

県内の各消防団とも，新

型コロナウイルス感染症

の関係で多少の差はあり

ますが，ようやく消防団

本来の活動にもどりつつ

あります。 

○ 避難行動要支援者の把握

及び避難訓練の実施[継続] 

学 ぶ 

○ 地域で日常的に行われてい

る行事にあわせた訓練の実施

（例：とんどでの消火訓練，

炊き出しなど） 

○ ホームページを活用し，市

町で独自に取り組んでいる

活動の紹介 

 

 

 

○ 地域で日常的に行われて

いる行事にあわせた訓練の

実施（例：とんどでの消火訓

練，炊き出しなど）[継続] 

○ ホームページを活用し，市

町で独自に取り組んでい

る活動の紹介[継続] 

備 え る 

○ 消防団が所有する機械器具

を活用した避難支援体制の構

築 

 ○ 消防団が所有する機械器

具を活用した避難支援体制

の構築[継続] 

 
 
【広島県女性防火クラブ連絡協議会】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知  る 

○ 自主防災組織等と連携し，防

災マップの作成及び災害危険

箇所を確認 

（地域，行政等と連携し，地

域住民に対して災害危険箇所

などの確認を働きかけ） 

○ 防災マップは配布されてい

る。 

  危険箇所確認は集まること

がまだできていないのでもう

少し時間がかかる。 

 

○ 自主防災組織等と連携し，

防災マップの作成及び災害

危険箇所を確認 

（地域，行政等と連携し，地域

住民に対して災害危険箇所

などの確認を働きかけ）[継

続] 

察知する 

○ 災害発生の危険性を察知し

た際には，近隣への声かけによ

る避難誘導をきめ細かく実施 

 

○ 女性防火クラブとして最も

重要であると考えており，これ

からも声掛けを続けていく。 

 

 

○ 災害発生の危険性を察知

した際には，近隣への声かけ

による避難誘導をきめ細か

く実施〔継続〕 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

行動する 

○ 地域住民とのつながりを深

めるため地域で開催される防

災訓練等への積極的な参加 

○ 日頃から，日常会話の中で，

防災に関心を持ってもらえる

よう取組を実施 

○ 他県との交流を行い，防災設

備の見学等を実施 

○ 継続して実施している。 ○ 指導者研修会も開催され

るようになり，各県の取組等

も参考にしながら少しずつ

行動できるようになってい

る。 

学  ぶ 

○ 自主防災組織，消防団等と連

携し，防災訓練等に積極的に参

加 

○ 特になし ○ AED の講習は実施していき

たい。 

備 え る 

○ 非常持出品（非常持出袋）の

備えを促進（住宅用警報器に注

意を促す） 

○ 継続して実施している。 ○ 非常持出品（非常持出袋）

の備えを促進（住宅用警報器

に注意を促す）〔継続〕 

 
【広島県社会福祉協議会】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

学  ぶ 

○ 地域における防災・減災活

動の推進支援 

・ 市町社協等が実施する災害

ボランティア講座等を通し

て、7 月豪雨災害を踏まえた

防災・減災につながる平常時

からの住民同士の支え合い

活動（例；地域における見守

り活動など）づくりを支援す

る。 

○ 市町社協等が実施する関係

者のネットワーク会議や講

座・訓練等（8回、5市町）や

ボランティア事前登録（572

人）等を通して、防災・減災

につながる平常時からの住民

同士の支え合い活動や関係機

関の協働体制づくりを呼び掛

け、取り組みを支援した。 

○ 地域における防災・減災活

動の推進支援[継続] 

・ 市町社協等が実施する災害

ボランティア講座やボラン

ティア事前登録等を通して、

防災・減災につながる平常時

からの住民同士の支え合い

活動（例；地域における見守

り活動など）づくりを支援す

る。 

備 え る 

○ 災害ボランティア活動に係

る資機材ストックヤードの維

持管理 

 

 

 

 

○ 被災者生活サポートボラン

ティアネットワークの強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 市町災害ボランティアセン

ター等へ迅速にボランティア

活動用の資機材供給を行うた

めの資機材管理など、災害時

の円滑な被災者支援の環境整

備をすすめた。 

 

〇 被災者支援の県域支援ネッ

トワークでは、初動対応力強

化部会における初動対応フロ

ーの検討に加え、ＩＴ支援力

強化部会を新たに設置し、活

動報告・現地調査等のデータ

集約に向けたシステム開発に

ついて協議した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 災害ボランティア活動に

係る資機材ストックヤード

の維持管理[継続] 

・発災時に迅速に被災者支援活

動をすすめるための資機材

調整や管理等の環境整備を

すすめる。 

○ 被災者生活サポートボラ

ンティアネットワークの強

化[継続] 

・発災時の迅速かつ効果的な被

災者支援に向けて、県域及び

市町域での平時からの関係

者間の情報共有や、ＩＴを活

用した災害ボランティア事

前登録、ニーズ管理等を含め

た協働の取り組みをすすめ

る。 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

○ 災害時における福祉施設・

事業所の相互支援体制（広島

さっそくネット）の運営支援 

  

 

 

 

○ 広島県災害福祉支援ネット

ワークの強化 

 

○ 県内福祉施設・事業所向け

のアクションチェックリスト

を作成し、取り組み内容を周

知した。また、発災時のシミ

ュレーション訓練を実施し

た。 

 

○ 広島県災害福祉支援ネット

ワーク会議を開催し、発災時

に各団体等がどのように連携

できるか意見交換を行った。 

また、保健・医療・福祉の

専門職を構成員とする広島県

災害福祉支援ネットワークワ

ーキングにおいて作成した広

島ＤＷＡＴ活動マニュアル、

様式集をはじめ広報媒体や研

修企画について、より実用性

の高い内容となるよう協議し

た。 

○  災害時における福祉施

設・事業所の相互支援体制

（広島さっそくネット）の運

営支援[継続] 

 

 

 

○ 広島県災害福祉支援ネッ

トワークの強化［継続］ 

・ 広島県災害福祉支援ネット

ワーク会議を開催し、平時か

ら福祉関係機関・団体の更な

る連携強化を図る。 

・ 広報媒体を活用して広島Ｄ

ＷＡＴ活動の周知に努め、広

島ＤＷＡＴチーム員の登録

者増加をめざす。 

・ 広島ＤＷＡＴチーム員を対

象とした研修並びに市町等

との連携による実践的な訓

練を企画・実施し、広島ＤＷ

ＡＴチーム員のスキルアッ

プを図る。 

 
【広島大学】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知  る 

○ 学内で作成する「安全衛生

マニュアル」及び学内電子掲

示板に，災害危険箇所を知る

ための情報（広島県防災 Web，

ハザードマップ，県民総ぐる

み運動ポータルサイト）の URL

を記載 

 

○ 各附属学校の全児童・生

徒・職員に一斉防災教室の教

材を配布。また，電子掲示板

で学生・職員に教材等を紹介 

 

○ 行政等が発信する情報（災

害危険箇所等の確認）につい

て，学内電子示板及びメール

等で学生・職員に対して情報

提供 

 

○ 学内電子掲示板に，災害危

険箇所を知るための情報（広

島県防災 Web，ハザードマッ

プ，県民総ぐるみ運動ポータ

ルサイト）の URLを記載した。 

 

○ 各附属学校の全児童・生

徒・職員に一斉防災教室の教

材を配布し，電子掲示板で学

生・職員に教材等を紹介した。 

 

○ 行政等が発信する情報（災

害危険箇所等の確認）につい

て，学内電子掲示板及びメー

ル等で学生・職員に対して情

報提供した。 

 

○ 学内電子掲示板に，災害危

険箇所を知るための情報（広

島県防災 Web，ハザードマッ

プ，県民総ぐるみ運動ポータ

ルサイト）の URLを記載 ［継

続］ 

 

○ 各附属学校の全児童・生

徒・職員に一斉防災教室の教

材を配布。また，電子掲示板

で学生・職員に教材等を紹介 

［継続］ 

 

○ 行政等が発信する情報（災

害危険箇所等の確認）につい

て，学内電子掲示板及びメー

ル等で学生・職員に対して情

報提供 ［継続］ 

 

察知する 

○ 学内電子掲示板で，学生・

職員に対して県防災 Webの周

知及び防災情報メール（県・

市）の登録の促進 

○ 学内電子掲示板で，学生・

職員に対して県防災 Webの周

知及び防災情報メール（県・

市）の登録の促進を行った。 

○ 学内電子掲示板で，学生・

職員に対して県防災 Webの周

知及び防災情報メール（県・

市）の登録の促進 ［継続］ 

 

備える 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

行動する 

○ 災害発生時の対応に係るマ

ニュアルについて，学内掲示

板に掲示するとともに，学生･

職員に対して周知を徹底 

○ 災害発生時の対応に係るマ

ニュアルについて，学内掲示

板に掲示するとともに,学生･

職員に対して周知徹底した。 

○ 災害発生時の対応に係るマ

ニュアルについて，学内掲示

板に掲示するとともに，学生･

職員に対して周知を徹底 

［継続］ 

 

 

学  ぶ 

○ 学内電子掲示板に非常用物

品の取り扱い方法や防災情報

等を掲載 

 

○ 学生・職員への安全衛生教

育で，地震対策・防災情報等に

ついて周知 

 

○ 災害に備えた危機管理の一

環として，構成員を対象に安否

確認訓練を実施（年２回） 

 

○ 学内電子掲示板に非常用物

品の取り扱い方法や防災情報

等を掲載した。 

 

○ 地震対策・防災情報等につ

いて，学内電子掲示板に掲示す

るとともに学生・職員に対して

周知を徹底した。 

 

 

○ 学内電子掲示板に非常用物

品の取り扱い方法や防災情報

等を掲載 ［継続］ 

 

○ 学生・職員への安全衛生教

育で，地震対策・防災情報等に

ついて周知［継続］ 

 

○ 災害に備えた危機管理の一

環として，構成員を対象に安否

確認訓練を実施［継続］ 

 

備 え る 

○ 非常持出品の保管状況を確

認し，補充等を行う ［継続］ 

 

○ 専門業者による防災管理点

検を行い，改善が必要な箇所に

ついて是正 ［継続］ 

 

 

 

○ 「安否確認等マニュアル」

及び「安否確認手順書の改定」

に引き続き取り組む ［継続］ 

 

○ 防災・減災研究センター関

係 ［継続］ 

～引き続き，相乗型豪雨災害の

メカニズムの解明や災害を未

然に防ぐための早期検知シス

テム等の開発，災害に強いまち

づくりの支援，研究成果の情報

発信，人材育成等に取り組む。

研究報告会，国際シンポジウム

などを予定。また，地域の防災

に関する実情や課題に精通す

る行政との連携を図り，実践的

な研究の成果を行政の施策，事

業へ反映させる。 

 

○ 非常持出品の保管状況を確

認し，補充等を行う予定。 

 

○ 専門業者による防災管理点

検を行い，改善が必要な箇所に

ついて是正した。 

 

 

 

○ 「安否確認等マニュアル」

及び「安否確認手順書の改定」

に引き続き取り組んだ。 

 

○ 防災・減災研究センター関

係 

 ・広島県が制作した「ひろし

ま土砂災害体験 VR」（河川の

氾濫）の制作に協力した。 

・6 月に「自治体防災担当職員

基礎研修」参加者 42人、12

月に「自治体防災担当職員

専門研修」参加者 21人、1

月に「自治体防災担当職員

実践研修」参加者 8人を開

催した。 

・10/23 ぼうさいこくたいの

広島県のセッションに協力

し、講師 2名が登壇した。 

・10/26 東広島市が災害対応

を担う職員を対象として、

防災 DXを推進するため実施

した「リモートセンシング

○ 非常持出品の保管状況を確

認し，補充等を行う ［継続］ 

 

○ 専門業者による防災管理点

検を行い，改善が必要な箇所

について是正 ［継続］ 

 

 

 

○ 「安否確認等マニュアル」

及び「安否確認手順書の改定」

に引き続き取り組む ［継続］ 

 

○ 防災・減災研究センター関

係 ［継続］ 

～ 引き続き，相乗型豪雨災

害のメカニズムの解明や

災害を未然に防ぐための

早期検知システム等の開

発，災害に強いまちづくり

の支援，研究成果の情報発

信，人材育成等に取り組

む。研究報告会，公開セミ

ナーなどを予定。また，地

域の防災に関する実情や

課題に精通する行政との

連携を図り，実践的な研究

の成果を行政の施策，事業

へ反映させる。 

また、令和 5年 4月から、

広島大学東千田キャンパ

スに防災・減災拠点を設置
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

による被災状況把握に係る

実践研修」において、リモ

ートセンシング技術を活用

する講義の企画・実施を行

った。 

 

 

・11/21 オープンディスカッ

ション「防災分野における

DX 活用」（オンライン、対面

のハイブリッド）を開催し

た。参加者 94人 

・ががら山実証実験プロジェ

クトでは、引き続き観測地

点でのデータ収集を行って

いる。 

して、行政等とのさらなる

連携強化に取り組む。 

 

 

【広島県私立中学高等学校協会】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知  る 

○ 各校を設置する学校法人

は、その規模や置かれた環境

が異なり、個々で活動してい

るため、協会としての統一的

な取組を行うことは、協会と

いう立場からは難しいと判断

している。そのため、各法人

に意識向上を図るよう、会議

等を利用して要請することに

とどめることとする。 

 

○ 6 月 30 日付け広島県みんな

で減災推進課からの「マイ・

タイムライン」アンケート調

査について依頼があった時

に、協会から県内私学各中学

校に対し、「マイ・タイムライ

ン」の積極的な取り組みを依

頼した。 

○ 学校が防災訓練、避難訓練

等により日頃から災害時の対

応について留意している。協

会として定期的な取り組みに

ついては行っていないもの

の、災害について周知してお

いた方がよい事案等が発生し

た場合は各校へ周知等行うこ

ととしている。 

 

○ 各校を設置する学校法人

は、その規模や置かれた環境

が異なり、個々で活動してい

るため、協会としての統一的

な取組を行うことは、協会と

いう立場からは難しいと判

断している。そのため、各法

人に意識向上を図るよう、会

議等を利用して要請するこ

とにとどめることとする。

［継続］ 

○ 災害について周知してお

いた方がよい事案等が発生

した場合は各校へ周知等行

うこととしたい。 

 

備 え る 

○ 校長会を通じて、検討に至

っていない助け合いネットワ

ークの構築について、再度検

討したい。その上で必要性や

実効性が確認できるならば、

構築に向けて進めていくこと

とする。 

 

○ 学校が防災訓練、避難訓練

等により日頃から災害時の対

応について留意している。協

会として定期的な取り組みに

ついては行っていない。 

○ 学校が防災訓練、避難訓練

等により日頃から災害時の

対応について留意している。 

 

 
 
 
 
 

備える 
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【広島県ＰＴＡ連合会】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知  る 

○ 役員会や理事会において、

防災教育に関する議題や情報

交流を行う。 

○ 役員会や理事会において、

防災教育に関する議題や情報

交換を行った 

○ 役員会や理事会において、

防災教育に関する議題や情

報交流を行う。[継続] 

察知する 

○ テレビやラジオなどのマス 

メディア，行政放送，防災メ 

ールなど様々なツールを活用 

し，災害を察知するとともに， 

子供にもツールの活用方法を 

指導しておく。 

○ 学校と連携し、災害を察知

するための防災情報の指導を

実施 

○ 災害にそなえ、様々なツー

ルが活用できるよう家庭での

取組や学校との連携を実施し

た。 

○ テレビやラジオなどのマ

スメディア，行政放送，防災

メールなど様々なツールを

活用し，災害を察知するとと

もに，子供にもツールの活用

方法を指導しておく。[継続] 

行動する 

○ 災害への備えとして、自分

で判断し自分で行動できる子

どもの育成を図る。 

また、県教育委員会に対し

て、保護者と連携した災害教

育の充実を要望していく。 

○ 広島県教育委員会が実施し

ている、自ら課題を発見し、

自ら解決する方法を考えると

いう取組と連携し、災害発生

の場合どのような対応をとれ

ばいいかなど、家庭内での取

組を進めることを確認 

○ 災害にそなえ、様々なツー

ルが活用できるよう家庭での

取組や学校との連携を実施 

○ 災害への備えとして、自分

で判断し自分で行動できる

子どもの育成を図る。 

また、県教育委員会に対し 

て、保護者と連携した災害教

育の充実を要望していく。

[継続] 

学  ぶ 

○ 広報紙などのツールを使

い、防災についての情報を提

供する。 

○ 広報紙による情報提供 

〇 令和５年８月の防災関係分

科会準備 

○ 広報紙などのツールを使

い、防災についての情報を提

供する。[継続] 

○ 令和５年８月に広島県で

日本 PTA全国協議会の研究大

会が広島で開催される。その

分科会の一つで「防災教育」

をテーマに開催する。そのた

めの情報提供も行う。 

備 え る 

○ いろいろな災害についての

知識や避難方法を親子で共有

し，災害が起きた時の対処方

法を事前に共有しておく。 

○ まずは保護者自身が防災に

対する知識や対処方法をしっ

かり把握しておく必要がある

ので、保護者に対して学習の

重要性を働きかけている。 

○ 広島県教育委員会が実施し

ている、自ら課題を発見し、

自ら解決する方法を考えると

いう取組と連携し、災害発生

の場合どのような対応をとれ

ばいいかなど、家庭内での取

組を進めることを確認 

○ いろいろな災害について

の知識や避難方法を親子で

共有し，災害が起きた時の対

処方法を事前に共有してお

く。[継続] 

 
【広島県商工会議所連合会】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知  る 

○ 主催会議や行事等の機会を

通じ，会員に対し，災害危険

箇所，避難場所・経路の確認

が進むよう取組を促す。 

○ 左記の取組を実施した。 ○ 主催会議や行事等の機会

を通じ，会員に対し，災害危険

箇所，避難場所・経路の確認が

進むよう取組を促す。 

 [継続] 
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【広島県商工会連合会】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知る 

○ 各商工会における主催会議

や行事等の機会を通じ，会員

に対し，災害危険箇所，避難

場所・経路の確認が進むよう

取組を促す。 

 

○ 県内全商工会の「事業継続

力強化支援計画」の実行支援。 

 

○ 県内商工会の事業継続力強

化支援を推進するため、商工会

員事業者向けに、下記のセミナ

ーを開催。 

① 事業継続リスク啓発セミナ 

 ー（10 月 7 日・11 月 4 日開

催  20名） 

② 事業継続力強化計画策定セ

ミナー（10 月 18 日・11 月 10

日開催 19名） 

※計画作成数 15件 

○ 県内事業所の事業継続力強

化計画作成を進めるために、作

成メリットや必要性を伝える

動画を作成し、ユーチューブで

公開した。 

（タイトル） 

「事業継続力強化計画（BCP）で

補助金を獲得しよう！/ 中小

企業･小規模事業者向け /広

島県商工会連合会」 

○ 各商工会における主催会

議や行事等の機会を通じ，会

員に対し，災害危険箇所，避

難場所・経路の確認が進むよ

う取組を促す。［継続］ 

 

察知する 

○ 必要な時に必要な情報が早

期に収集できるように、災害

情報の入手先（ホームページ、

メール登録、電話番号等）を

纏めて（登録して）おく。 

○ 広島県商工会連合会 BCP の

災害関連情報入手先を更新

（併せて、ハザードマップ、

関係機関連絡先等更新）を実

施した。 

○ 必要な時に必要な情報が

早期に収集できるように、災

害情報の入手先（ホームペー

ジ、メール登録、電話番号等）

を纏めて（登録して）おく。

［継続］ 

行動する 

○ 業務用 SNS での定期的な確

認訓練を実施し、非常時にお

ける行動を身に着けること

と、連絡体制に不備がないか

確認する。 

○ 業務用 SNS を活用して、7 月

と 9月に職員安否確認を実施

したことに加え、9月の台風の

際は、事前の注意喚起を 2回

行った。これらにより、職員

への非常時行動及び連絡体制

確立等についての意識付けが

実施できた。引き続き、発災

時の通信手段として業務用

SNSを積極的に活用し、併せて

訓練も計画する。 

  また、被害状況を管理する

システムにより、9 月の台風

14 号の際は、各商工会より報

告を受けた県内の被災事業者

に係る情報を、中国経済産業

局及び広島県と迅速に共有で

きた。（報告事業者数 12件） 

○ 事務局長会議で確認訓練の

回答率や、お互いが声掛けす

ることの必要性を周知した。 

 7月回答率（94.4%） 

 9月回答率（92.3%） 

○ 業務用 SNSでの定期的な確

認訓練を実施し、非常時にお

ける行動を身に着けること

と、連絡体制に不備がないか

確認する。［継続］ 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

学 ぶ 

○ 県や市町からの依頼があれ

ば、商工会主催の祭等イベン

トにて、ブース等を提供する。 

 

○ 引き続き、商工会事務局長

会議において、災害対応等を

学ぶ研修会を実施する。 

 

○ 全商工会の正副会長を対象

とした防災に関する研修会を

実施する。 

○ 県内商工会事務局長会議に

おいて、安否確認訓練の実施

結果を報告し、災害時の SNS

による安否確認の運用基準に

ついて周知した。 

○県や市町からの依頼があれ

ば、商工会主催の祭等イベン

トにて、ブース等を提供す

る。［継続］ 

○県内商工会事務局長会議に

おいて、災害対応等を学ぶ研

修会を実施する。［継続］ 

 

○県内商工会の正副会長を対

象とした防災に関する研修

会を実施する。［継続］ 

備える 

○ 発災時の被害を減少できる

ように、広島県商工会連合会

事務所内の環境改善を行う。 

 

○ 広島県商工会連合会 BCP を

改善し、運用開始。 

 

 

 

○ 全職員に対して「職員携行

カード」の携行を促す。 

○ 広島県商工会連合会 BCP の

全体概要を見直し、風水害、

地震、火災と感染症における

対応策を区別した。 

○ また、災害時に想定される

優先業務を洗い出し、各課で

BCP 発動時に悩まずに行動で

きる業務タイムラインを示し

た。 

○ 「職員携行カード」は新入

職員に対して配布を実施し

た。 

○ 発災時の被害を減少でき

るように、広島県商工会連合

会事務所内の環境改善を行

う。 

○ 広島県商工会連合会 BCPを

改善し、運用開始。 

 

 

 

○ 全職員に対して「職員携行

カード」の携行を促す。［継

続］ 

 

 

 

【広島県農業協同組合中央会】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知  る 

○ 会員組合（13JA、連合会）

に対して、会議や研修会等の

機会を利用して、災害危険箇

所、避難場所、避難経路の確

認などを周知する。 

○ 台風・大雨・大雪等の予報

発生時に、災害情報の収集・

共有化を図る体制を継続して

構築する。 

 

 

 

 

 

○ １２月～１月大雪被害発生

時、災害情報の早期収集のた

めの調査実施。 

※調査を実施した結果、特段の

対応は不要との判断。 

○ 会員組合（13JA、連合会）

に対して、会議や研修会等の

機会を利用して、災害危険箇

所、避難場所、避難経路の確

認などを周知する。[継続] 

○ 台風・大雨・大雪等の予報

発生時に、災害情報の収集・

共有化を図る体制を継続し

て構築する。[継続] 

察知する 

○ 広島県のＨＰ等により、台

風・大雨・大雪等各種の「災

害対策本部」の設置状況・災

害情報に注目し、必要な情報

を収集し、周知する。 

○ 広島県の取組状況を鑑み

て、ＪＡグループとしての対

応を検討。 

※その結果、「ＪＡグループ広

島災害対策本部」の設置は不

要との判断。 

 

○ 広島県のＨＰ等により、台

風・大雨・大雪等各種の「災

害対策本部」の設置状況・災

害情報に注目し、必要な情報

を収集し、周知する。[継続] 

行動する 
○ 入居するビルで実施する防

災訓練等へ参加。 

〇 左記の訓練に参加した。 ○ 入居するビルで実施する

防災訓練等へ参加。[継続] 

学  ぶ 

○ 防災の意識づけにかかる研

修等の実施。 

○ 未実施。開催予定の会議に

て周知予定。 

○ 防災の意識づけにかかる

研修等の実施。[継続] 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

備 え る 

○ マイ・タイムラインの活用

促進。 

○ 防災グッズの在庫管理（使

用期限等の確認含む）・備置

（マスクなど）。 

○ 会員組合（13JA、連合会）

に対して、行政等との災害協

定締結状況を把握し、ＪＡに

おける地域防災活動への支援

に取り組む。また、他組合の

取り組みについて共有を図

る。 

○ マイ・タイムラインのＪＡ

等での活用（職員向け周知ま

たは組合員向け広報誌等）に

向けた周知を実施。 

○ マイ・タイムラインの中央

会内職員への周知。 

○ 防災グッズにコロナ対策を

意識した備品を備置。 

○ 災害協定締結状況調査実施

済。調査結果について、開催

予定の会議にて周知予定。 

○ 防災グッズの在庫管理（使

用期限等の確認含む）・備置

（マスクなど）。[継続] 

 
 
【広島県宅地建物取引業協会】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知 る 

○ 「不動産取引の機会を捉え

た防災情報の周知」と「みん

なで減災」県民総ぐるみ運動

について、当協会が実施する

研修会・講習会等で会員に周

知徹底し,全会員の理解と履

行協力を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 当協会ホームページに「防

災 WEB」のバナーを掲載 

 

○ 宅地建物取引士を対象とし

た法定講習会【年２０回実施】

において、県の担当職員から

「自然災害と防災に関する説

明義務」と題して、物件取引

時の説明内容等について周知

を行うとともに、「広島県『み

んなで減災』県民総ぐるみ運

動」パンフレットの配布を行

った。 

〇 広島県が作成した「防災タ

イムライン」の作成方法など

を記載したチラシを、本部及

び９支部へ据え置き、会員や

来訪者へ周知を図った。（上

期から継続） 

○ 当協会ホームページに「広

島県防災WEB」のバナーを継続

して掲載している。 

○ 「不動産取引の機会を捉え

た防災情報の周知」と「みん

なで減災」県民総ぐるみ運動

について、当協会が実施する

研修会・講習会等で会員に周

知徹底し,全会員の理解と履

行協力を求める。[継続] 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 当協会ホームページに「防

災 WEB」のバナーを掲載[継

続] 

学  ぶ 

○ 令和 4年 11月 2日の『みん

なで減災』一斉地震防災訓練

に参加することとし、同建物

内で勤務している支部職員や

広島宅建㈱の職員にも、参加

を呼び掛ける。 

〇 広島東支部研修会（令和 4

年 11 月 22日予定）において、

広島県危機管理監みんなで減

災推進課の長井氏を講師に

「防災タイムライン」ついて

学ぶ。 

○ 令和４年 11 月２日『みんな

で減災』一斉地震防災訓練に

参加した。直前に呼びかけチ

ラシを回覧し周知、地震発生

時における安全行動について

確認ができた。 

〇 11月 22日東支部研修会にお

いて会員 29 名が「防災タイム

ライン」について受講した。

防災にかかる意識向上と顧客

対応の向上につながってい

る。 

○ 『みんなで減災』一斉地

震防災訓練に参加すること

とし、同じ建物内で勤務して

いる支部職員や広島宅建㈱

の職員にも、参加を呼び掛け

る。[継続] 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

備 え る 

○ 『町内会・自治会等の加入

促進に関する協力協定（広島

市）』、『町内会等地域活動の促

進、防災・減災等に関する包

括連携協定（安芸郡府中町）』、

『自治会・町内会の加入促進

に関する協力協定（福山市・

福山市自治会連合会）』、『包括

連携に関する協定（安芸郡海

田町）』を基に、引き続き、会

員を通じて、減災につながる

地域の結びつきの強化を行

う。 

○ 各協力協定に基づいて、会

員を通じて「町内会・自治会

等に関する情報提供を行うと

ともに、新規入居者へ自治

会・町内会加入を働きかけ、

減災に繋がる地域社会の実現

に向けて継続的に取り組んで

いる。 

○ 『町内会・自治会等の加入

促進に関する協力協定（広島

市）』、『町内会等地域活動の

促進、防災・減災等に関する

包括連携協定（安芸郡府中

町）』、『自治会・町内会の加

入促進に関する協力協定（福

山市・福山市自治会連合

会）』、『包括連携に関する協

定（安芸郡海田町）』を基に、

引き続き、会員を通じて、減

災につながる地域の結びつ

きの強化を行う。[継続] 

 
【全日本不動産協会広島県本部】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知る 

○ 会報誌に，不動産取引等の

際にハザードマップ等による

災害危険箇所の周知活動など

の啓発記事を掲載し，全会員へ

向けて取組を促進 

○ 県担当者を講師に招いて

の，会員に対する，「みんな

で減災」県民総ぐるみ運動の

取組の周知 

 

 

 

 

 

 

○ 協会ホームページのトップ

ページに，防災に関する行政

機関のホームページのバナー

を掲載 

○ 会報誌に、防災タイムライ

ンについて記事を掲載し会員

へ向けて周知を行った。 

 

 

○ 宅地建物取引士を対象とし

た法定講習会【下半期 2 回実

施のうち 1 回実施済（令和 4

年 12 月 7 日、令和 5 年 3 月 8

日）※令和 4 年度から e ラー

ニング形式で利用する動画視

聴の講習へ切替】において，

「広島県『みんなで減災』県

民総ぐるみ運動」パンフレッ

トの配布を行った。 

○ 継続して掲載中。 

○ 会報誌に，不動産取引等の

際にハザードマップ等によ

る災害危険箇所の周知活動

などの啓発記事を掲載し，全

会員へ向けて取組を促進[継

続] 

○ 宅地建物取引士を対象と

した法定講習会時に「広島県

『みんなで減災』県民総ぐる

み運動」パンフレットの配布

等を行い、「みんなで減災」

県民総ぐるみ運動の取組を

周知 

 

 

○ 協会ホームページのトッ

プページに，防災に関する行

政機関のホームページのバ

ナーを掲載[継続] 

備える 

○ 広島市・福山市と締結した

「町内会・自治会等の加入促

進に関する協力協定書」に基

づき，入居世帯への町内会・

自治会加入の働きかけに協力

するよう会員に周知 

 

 

○ 広島県と締結した「大規模

災害時における民 間賃貸住

宅の媒介等に関する協定書」

に基づき，災害が起こった際

に迅速に対応できるよう当協

会独自のマニュアルを作成 

 

○ 町内会加入促進のポスター

を事務所内に掲示。チラシを

会報誌とともに会員全員に送

付。 

 

 

 

 

○ 独自のマニュアルを事務局

内に保管。 

○ 広島市・福山市と締結した

「町内会・自治会等の加入促

進に関する協力協定書」に基

づき，入居世帯への町内会・

自治会加入の働きかけに協

力するよう会員に周知[継

続] 

○ 広島県と締結した「大規模

災害時における民間賃貸住

宅の媒介等に関する協定書」

に基づき，災害が起こった際

に迅速に対応できるよう当

協会独自のマニュアルを作

成[継続] 
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【株式会社ＮＴＴドコモ中国支社】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知  る 
 

○ 台風・大雨・大雪等の災害

対応時に避難所開設情報や市

町村の災害対策本部設置状況

をコモンズビューワやリエゾ

ン派遣により情報収集を行

う。 

 

 

 

○ 防災機関との連携強化によ 

 る情報収集を行う。 

（各種防災会議等への出席） 

 

○ 台風 11 号・14号の対応時に

避難所開設情報や市町村の災

害対策本部設置状況を L アラ

ートにより情報収集を行っ

た。(9月) 

 

○ 大雪に伴う各地の災害状

況・被害状況について確認を

行った。（12 月、2 月） 

○ 防災機関との連携強化によ

る情報収集を行った。（各種防

災会議等への出席） 

 

○ 台風・大雨・大雪等の災害

対応時に避難所開設情報や

市町村の災害対策本部設置

状況をコモンズビューワや

リエゾン派遣により情報収

集を行う。[継続] 

 

 

 

○ 防災機関との連携強化に

よる情報収集を行う。（各種

防災会議等への出席）[継続] 

 

察知する 

○ 各自治体の防災訓練参加や

ドコモ防災ハンドブック配布

施策により，緊急速報メー

ル・災害用伝言板等の認知度

向上を図る。 

 

○ 各自治体の防災訓練、町内

のイベントに参加し、ドコモ

の災害対策の取組、緊急速報

メール・災害用伝言板等の認

知度向上の取組を実施。 

○ 各自治体の防災訓練に参

加し、ドコモの災害に関する

取り組みのパンフレットを配

布することにより、緊急速報

メール・災害用伝言板等の認

知度向上を図る。 

行動する 

○ 台風や大雪等の災害が予測

される場合に迅速な対応がで

きるよう、社内各組織の災害

対策リーダーに対する事前準

備依頼と情報の展開を行う。 

 

 

 

 

 

○ ドコモの災害対策への取組

を理解していただき，連携強

化を図ることを目的とした社

外（防災関係機関,報道等）説

明会を実施する。 

 

○ 災害時における携帯電話の

有効な活用方法の理解浸透を

図るため、ドコモ防災ハンド

ブック配布施策を実施する。

(9 月) 

〇 台風で災害が予測される場

合に迅速な対応ができるよ

う、社内各組織の災害対策リ

ーダーに対する事前準備依頼

と情報の展開を行った。(9月) 

○ 大雪災害が予測される場合

に迅速な対応ができるよう、

社内各組織の災害対策リーダ

ーに対する事前準備依頼と情

報の展開を実施。（12月、2月） 

○ 社外向けにドコモの災害対

策の取組に関する説明会およ

び展示会を実施。 

 

 

 

○ 災害時における携帯電話の

有効な活用方法の理解浸透を

図るため、ドコモ防災ハンド

ブック配布施策を実施した。

(8 月-9月) 

○ 台風や大雪等の災害が予

測される場合に迅速な対応

ができるよう、社内各組織の

災害対策リーダーに対する

事前準備依頼と情報の展開

を行う。[継続] 

 

 

 

 

○ ドコモの災害対策への取

組を理解していただき，連携

強化を図ることを目的とし

た社外（防災関係機関、報道

等）説明会を実施する。[継

続] 

○ 災害時における携帯電話

の有効な活用方法の理解浸

透を図るため、ドコモ防災ハ

ンドブック配布施策を実施

する。[継続] 

 

 

 

学 ぶ 

○ 従業員を対象としたシェイ

クアウト訓練による「緊急速

報メール」を受信した場合の

行動確認と「社員安否確認」

を実施する。 

 

 

○ 全社員を対象とした安否確

認訓練を実施。 

 

 

 

 

 

○ 従業員を対象としたシェ

イクアウト訓練による「緊急

速報メール」を受信した場合

の行動確認と「社員安否確

認」を実施する。[継続] 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

○ 全従業員対象の災害対策に

関する Web研修を実施する。 

 

○ 全社員を対象とし、社員一

人一人の自助力向上を目的と

した web 研修を毎月実施。(4

月-3月 12回) 

○ 全従業員対象の災害対策

に関する Web 研修を実施す

る。[継続] 

 

○ 県域拠点に向けた災害対

策業務の勉強会を実施する。 

 

備 え る 

○ 災害対策について自治体と

連携強化を図るため、有事の

際に提供できる優先電話貸出

等や、自治体にお願いしたい

ことについて，自治体向けパ

ンフレットで説明する。 

 

○ 災害発生時に連携する防災

関係機関（陸上自衛隊、海上

保安庁等）との訓練を実施す

る。 

〇 災害対策について自治体と

連携強化を図るため、有事の

際に提供できる優先電話貸出

等や、自治体にお願いしたい

ことについて，自治体向けパ

ンフレットで説明(12自治体) 

 

〇 災害発生時に連携する防災

関係機関（陸上自衛隊、海上

保安庁等）との災害対策機器

運搬の訓練を実施。 

○ 災害対策について自治体

と連携強化を図るため、有事

の際に提供できる優先電話

貸出等や、自治体にお願いし

たいことについて，自治体向

けパンフレットで説明する。

[継続] 

○ 災害発生時に連携する防

災関係機関（陸上自衛隊、海

上保安庁等）との訓練を実施

する。[継続] 

 

 
【ＫＤＤＩ株式会社中国総支社】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知  る 

○ 中国地区の防災情報を広く

入手できるよう，「中国の防災

に関するポータルサイト/中国

地方整備局」の，社員向け HP

へのリンクの張り付け［継続］ 

○ 地域のＢＣＰマニュアルの

更新・開示継続［継続］ 

○ 2/10 ＢＣＰマニュアルの更 

 新 

 

 

 

 

○ 中国地区の防災情報を広

く入手できるよう、社員向け

HP に「中国の防災に関するポ

ータルサイト/中国地方整備

局」をリンク付け［継続］ 

○ 中国地区のＢＣＰマニュ

アルの更新・開示継続［継続］ 

察知する 

○ 全社規模で，毎月初日の安否

確認メールにより，非常時にお

ける社員との連絡体制に漏れ

がないか確認を実施［継続］ 

 

○ 地域主導で、社員状況を確認

する安否確認訓練実施（上半期

1 回、下半期 1回）［継続］ 

 

○ 「中国の防災に関するポータ

ルサイト/中国地方整備局」か

らの，各自治体ＨＰの情報を収

集［継続］ 

 

○ 継続中（毎月 1日実施） 

 

 

 

 

○ 8 月，2 月全社安否確認訓練 

 

 

 

○ 9/14 台風 14 号の接近にと

もない、情報収集 

 

○ 全社規模で，毎月初日の安

否確認メールにより，非常時

における社員との連絡体制

に漏れがないか確認を実施

［継続］ 

○ 地域主導で、社員状況を確

認する安否確認訓練実施（上

半期 1 回、下半期 1 回）［継

続］ 

○ 「中国の防災に関するポー

タルサイト/中国地方整備

局」からの，各自治体ＨＰの

情報を収集［継続］ 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

行動する 

○ 発災時、勤務者等の安否確認

や通信サービス継続，被災地支

援等を規定に基づき実施［継

続］ 

○ 自治体の総合防災訓練に参

加 

当社の防災への取組や被災

地での通信環境を整備するた

めの機器や避難所支援装備の

展示により，一般市民への防

災意識向上に努める。［継続］ 

 

○ シルバー層向けのスマホ教

室での災害対策サービス紹介

を実施。［継続］ 

○ 九州四国総支社との合同訓

練 

○ 継続実施中 

 

 

 

○ 5/23 安佐南区防災フェス 

参加 

  11/3 南区安心・安全なまち

づくりフェス 参加 

  

 

 

 

○ 継続実施中 

 

 

○ 1/14 重要メンバー対象の参

集訓練とＢＣＰ勉強会(国泰寺

自社ビルへの重要メンバー参

集) 

○ 発災時、勤務者等の安否確

認や通信サービス継続，被災

地支援等を規定に基づき実

施［継続］ 

○ 自治体の総合防災訓練に

参加 

当社の防災への取組や被災地

での通信環境を整備するた

めの機器や避難所支援装備

の展示により，一般市民への

防災意識向上に努める。［継

続］ 

◎5月 安佐南区防災フェス 

○ シルバー層向けのスマホ

教室での災害対策サービス

紹介を実施。［継続］ 

○ 中国総支社において、緊急

時参集訓練を開催予定〔継

続〕  

◎九州四国総支社と、南海トラ

フを想定した連携訓練 

学  ぶ 

○ 「災害用伝言板体験サービ

ス」を毎月 1日と 15日に提供

し，お客様に体験いただく。 

○ 社員はＥラーニングにより

災害対策マップの活用方法を

学習 

○ 継続実施中 

 

 

○ 社員の E ラーニングは停止

し、7/29,8/1 新年度所属長の

勉強会を実施済 

○ 「災害用伝言板体験サービ

ス」を毎月 1日と 15日に開

催。［継続］ 

○ 避難所支援備品の設置手

順の確認 

◎ 災害時通信サービスの 

社内勉強会 

備える 

○ 災害担当には、全国の地震発

生情報が自動的に発信され、発

災後の行動に備えている。［継

続］ 

 

○ 各県の総合防災訓練に参加

［継続］ 

 

○ 陸上自衛隊、海上保安庁等の

関係機関と連携し、実践を意識

した訓練を継続して実施［継

続］ 

○ 引き続き、災害発生時の通信

環境を維持するために装備の

充実に努め、災害対策備蓄品の

点検及び入れ替えや被災地支

援機器の点検、動作確認を実

施。［継続］ 

 

○ ビル管理会社と連携した避

難訓練を実施［継続］ 

 

 

○ 継続実施中 

 

 

 

 

○ 9/4 岡山県防災訓練にも参 

 加 

 

○ 12/13 第八管区海上保安庁

と巡視艇積載訓練（於：浜田市） 

2/13 陸上自衛隊とトラッ

ク/ヘリ積載訓練 

○ 継続実施中 

 

 

 

 

 

 

○ 対象テナントのみ実施済 

 

 

 

○ 災害担当には、全国の地震

発生情報が自動的に発信さ

れ、発災後の行動に備えてい

る。［継続］ 

 

○ 各県の総合防災訓練に参

加［継続］ 

 

○ 陸上自衛隊、海上保安庁等

の関係機関と連携し、実践を

意識した訓練を継続して実

施［継続］ 

○ 引き続き、災害発生時の通

信環境を維持するために装

備の充実に努め、災害対策備

蓄品の点検及び入れ替えや

被災地支援機器の点検、動作

確認を実施。［継続］ 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

○ 災害掲示板（社内用）を充実

させ，各本部の災害対応などの

情報一元化を実施［継続］ 

○ 継続実施中  

 

 

 
【ソフトバンク株式会社】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知る 

○ 「災害時初動マニュアル（自

社作成）」の内容確認，および

社員が保持する業務用携帯電

話への保存，事前確認の推進

（全社通達） 

○ 各拠点の火災発生時フロ

ー，急病人発生時フロー，避

難経路図，備蓄品情報を集約

掲載した，社内専用ポータル

サイト（通称：全国防火・防

災ポータルサイト）の開設の

運営に継続 

 

○ 大規模災害，テロ,パンデミ

ック等の有事に備えた情報共

有ポータルサイトの開設 

○ 「災害時初動マニュアル（自

社作成）」の内容確認，および

社員が保持する業務用携帯電

話への保存，事前確認の推進

（全社通達） 

○ 各拠点の火災発生時フロ

ー，急病人発生時フロー，避

難経路図，備蓄品情報を集約

掲載した，社内専用ポータル

サイト（通称：全国防火・防

災ポータルサイト）の開設の

運営に継続 

 

○ 大規模災害，テロ,パンデミ

ック等の有事に備えた情報共

有ポータルサイトの開設 

○ 「災害時初動マニュアル（自

社作成）」の内容確認，および

社員が保持する業務用携帯電

話への保存，事前確認の推進

（全社通達）[継続] 

○ 各拠点の火災発生時フロ

ー，急病人発生時フロー，避

難経路図，備蓄品情報を集約

掲載した，社内専用ポータル

サイト（通称：全国防火・防

災ポータルサイト）の開設の

運営に継続[継続] 

 

○ 大規模災害，テロ,パンデミ

ック等の有事に備えた情報共

有ポータルサイトの開設[継

続] 

 

察知する 

○ 携帯電話販売店に「防災情

報メール」説明用チラシを配

置し，携帯電話の更新・新規

購入者への登録を促進 

○ 携帯電話販売店等に配置し

ている「モバイル総合カタロ

グ」の中に，災害伝言板／音

声お届けサービス，緊急速報

メールの説明を掲載し，携帯

電話の新規購入者・更新者へ

の登録を促進 

○ 自社ホームページに災害伝

言板／音声お届けサービス，

緊急速報メールの機能説明等

の掲載・周知 

○ 社内専用ポータルサイト

（全国防火・防災ポータルサ

イト）に防災関連アプリを紹

介して，登録を促進 

 

○ 携帯電話販売店に「防災情

報メール」説明用チラシを配

置し，携帯電話の更新・新規

購入者への登録を促進 

○ 携帯電話販売店等に配置し

ている「モバイル総合カタロ

グ」の中に，災害伝言板／音

声お届けサービス，緊急速報

メールの説明を掲載し，携帯

電話の新規購入者・更新者へ

の登録を促進 

○ 自社ホームページに災害伝

言板／音声お届けサービス，

緊急速報メールの機能説明等

の掲載・周知 

○ 社内専用ポータルサイト

（全国防火・防災ポータルサ

イト）に防災関連アプリを紹

介して，登録を促進 

○ 携帯電話販売店に「防災情

報メール」説明用チラシを配

置し，携帯電話の更新・新規

購入者への登録を促進[継続] 

○ 携帯電話販売店等に配置し

ている「モバイル総合カタロ

グ」の中に，災害伝言板／音

声お届けサービス，緊急速報

メールの説明を掲載し，携帯

電話の新規購入者・更新者へ

の登録を促進[継続] 

○ 自社ホームページに災害伝

言板／音声お届けサービス，

緊急速報メールの機能説明等

の掲載・周知[継続] 

○ 社内専用ポータルサイト

（全国防火・防災ポータルサイ

ト）に防災関連アプリを紹介し

て，登録を促進[継続] 

行動する 

○ 「災害時初動マニュアル（自

社作成）」の内容確認，および

社員が保持する業務用携帯電

話への保存，事前確認の推進

（全社通達） 

 

○ 「災害時初動マニュアル（自

社作成）」の内容確認，および

社員が保持する業務用携帯電

話への保存，事前確認の推進

（全社通達） 

 

○ 「災害時初動マニュアル（自

社作成）」の内容確認，およ

び社員が保持する業務用携帯

電話への保存，事前確認の推

進（全社通達）[継続] 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

○ 社内専用ポータルサイト

（全国防火・防災ポータルサ

イト）に防災関連アプリを紹

介して，登録を促進 

○ 社内専用ポータルサイト

（全国防火・防災ポータルサ

イト）に防災関連アプリを紹

介して，登録を促進 

○ 社内専用ポータルサイト

（全国防火・防災ポータルサ

イト）に防災関連アプリを紹

介して，登録を促進[継続] 

学ぶ 

○ 「安否確認訓練」を実施し，

安否登録方法を全社員が体験 

 

○ 自社で作成した「災害時初

動マニュアル」の内容につい

て，全社員に対し e ラーニン

グの受講を促進（全社通達） 

 

○ ホームページ等において，

災害用伝言板サービスなどの

連絡手段を周知 

○ 全国の自治体主催防災訓練

において，緊急速報メールの

配信，災害用伝言板サービス，

災害用音声お届けサービスの

利用方法を周知 

○ ホームページ等において，

緊急速報メールが，どのよう

な時（地震，避難勧告等）に

発信され，発信される情報内

容（どのような行動をとれば

よいのかなど）や，どのよう

に届くか（情報の種類による

着信音の違い等）などを周知 

○ 「安否確認訓練」を実施し，

安否登録方法を全社員が体験 

 

○ 自社で作成した「災害時初

動マニュアル」の内容につい

て，全社員に対し e ラーニン

グの受講を促進（全社通達） 

 

○ ホームページ等において，

災害用伝言板サービスなどの

連絡手段を周知 

○ 全国の自治体主催防災訓練

において，緊急速報メールの

配信，災害用伝言板サービス，

災害用音声お届けサービスの

利用方法を周知 

○ ホームページ等において，

緊急速報メールが，どのよう

な時（地震，避難勧告等）に

発信され，発信される情報内

容（どのような行動をとれば

よいのかなど）や，どのよう

に届くか（情報の種類による

着信音の違い等）などを周知 

○ 「安否確認訓練」を実施し，

安否登録方法を全社員が体験

[継続] 

○ 自社で作成した「災害時初

動マニュアル」の内容につい

て，全社員に対し e ラーニン

グの受講を促進（全社通達）

[継続] 

○ ホームページ等において，

災害用伝言板サービスなどの

連絡手段を周知[継続] 

○ 全国の自治体主催防災訓練

において，緊急速報メールの

配信，災害用伝言板サービス，

災害用音声お届けサービスの

利用方法を周知[継続] 

○ ホームページ等において，

緊急速報メールが，どのよう

な時（地震，避難勧告等）に

発信され，発信される情報内

容（どのような行動をとれば

よいのかなど）や，どのよう

に届くか（情報の種類による

着信音の違い等）などを周知

[継続] 

備える 

○ 施設内の設備の転倒防止対

策や避難経路の確保 

○ 各事業者の防火・防災体制

の把握 

○ 施設内の設備の転倒防止対

策や避難経路の確保 

○ 各事業者の防火・防災体制

の把握 

○ 施設内の設備の転倒防止対

策や避難経路の確保[継続] 

○ 各事業者の防火・防災体制

の把握[継続] 

○ 各事業所内での防災備蓄品

の配備 

 
【広島県バス協会】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知  る 

○ バスの車内に災害危険箇

所、避難場所、避難経路等の

確認を促す啓発を実施 

 

○ バスの車内に防災に関する

啓発ポスター等を掲示（ポス

ター等の提供があれば） 

 

 

 

 

 

○ バスの車内に災害危険箇

所、避難場所、避難経路等の

確認を促す啓発を実施した。 

 

○ バスの車内に防災に関する

啓発ポスター等を掲示する。 

○ バスの車内に防災に関する

啓発ポスター等を掲示する。

（ポスター等の提供があれ

ば）[継続] 

○ バス路線沿線の災害危険箇

所、避難場所や避難経路など

を確認する。[継続] 

学ぶ 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

察知する 

○ 引き続き、防災情報メール、

広島県防災 Web などで情報収

集し、バス路線沿線の危険性

を察知できるよう会員に対し

て、防災情報メールの登録を

呼びかける。 

○ 必要な時に必要な情報が早

期に収集できるように、災害

情報の入手先（ホームページ、

電話番号等）を常に最新にし

ておく。 

○ 引き続き、防災情報メール、

広島県防災 Web などで情報収

集し、バス路線沿線の危険性

を察知できるよう会員に対し

て、防災情報メールの登録を

呼びかけた。 

○ 引き続き、防災情報メール、

広島県防災 Web などで情報収

集し、バス路線沿線の危険性

を察知できるよう会員に対し

て、防災情報メールの登録を

呼びかける。［継続］ 

○ 必要な時に必要な情報が早

期に収集できるように、災害

情報の入手先（ホームページ、

電話番号等）を会員用ポータ

ルサイトに掲載する。 

行動する 
○ 県が開催する一斉防災訓練

への参加を会員に促す。 

○ 「広島県『みんなで減災』

一斉地震防災訓練」への参加 

○ 県が開催する一斉防災訓練

へ参加する。 

学  ぶ 

○ 他機関に依頼し、防災教室

を実施する。 

○ 「ひろしまバスまつり」に

おいて、広島県へブース提供 

 

○ 広島気象台にご協力頂き、

「防災気象情報とその利用」

というテーマでセミナーを開

催した。 

○ 他機関に依頼し、防災教室

を実施する。［継続］ 

○ 「ひろしまバスまつり」に

おいて、広島県へブース提供

（2023.11.5 実施予定） 

備 え る 

○ 会員に対し「広島県『みん

なで減災』一斉地震防災訓練」

など事務局が実施するイベン

ト・講座などへの参加を促す。 

 

○ 会員に対し、ひろしまマ

イ・タイムラインの作成を促

す。 

○ 会員に対し、ＢＣＰの策定 

を促す。 

○ 防災マニュアルの策定・更

新を促す。 

 

○ 会員に対し「広島県『みん

なで減災』一斉地震防災訓練」

への参加を促した。［継続］ 

 

 

○ 会員に対し、ひろしまマ

イ・タイムラインの作成を促

した。［継続］ 

○ 未実施の会員に対し、ＢＣ

Ｐの策定を促した。［継続］ 

○ 会員に対し、防災マニュア

ルの策定・更新を促した。［継

続］ 

○ 会員に対し「広島県『みん

なで減災』一斉地震防災訓練」

など事務局が実施するイベン

ト・講座などへの参加を促す。

［継続］ 

○ 会員に対し、ひろしまマ

イ・タイムラインの作成を促

す。［継続］ 

○ 会員に対し、ＢＣＰの策定

を促す。［継続］ 

○ 防災マニュアルの策定・更

新を促す。 

【広島県医師会】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知る 

○ 減災に係るポスター等の掲

示について，広島県や市郡地区

医師会と連携し，掲示が促進さ

れるよう方策の検討や取組の

実施 

○ ポスターやリーフレットを

館内に掲示している。 

○ ポスターやリーフレットを

市郡地区医師会へ送付し、掲

示などによる周知を促進して

いる。 

○ 減災に係るポスター等の掲

示について，広島県や市郡地

区医師会と連携し，掲示が促

進されるよう方策の検討や取

組の実施[継続] 

察知する 

○ 「広島県医師会速報」による，

会員へ向けた防災意識・手順・

サービス等の定期的な啓発 

○ 広島県防災情報メール通知

サービスに関する記事を会員

向け広報誌に掲載した。 

○ 「広島県医師会速報」によ

る，会員へ向けた防災意識・

手順・サービス等の定期的な

啓発[継続] 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

行動する 

○ 各種研修会や訓練などの実

施を通じて，関係機関との連携

を強化し，さまざまな医療面で

の対応方策を共有する。 

○ 広島県健康福祉局の担当課

と今後の災害対策と連携につ

いて打合せを重ねている。 

 

○ 広島県と協力し、県内医療

機関一斉「EMIS（広域災害救

急医療情報システム）緊急時

入力訓練」（11/1～11/10）を

実施した。 

○ 各種研修会や訓練などの実

施を通じて，関係機関との連

携を強化し，さまざまな医療

面での対応方策を共有する。

[継続] 

○ 広島県と協力し、EMIS（広

域災害救急医療情報システ

ム）入力に関する訓練を計

画・実施。[継続] 

備える 

○ 災害時における市区郡地区

医師会との密接な連絡・連携の

ため，緊急時連絡先を整備す

る。 

○ 太田川水防災タイムライ

ン・小瀬川水防災ライムライン

のハザード別の各ステージに

おける災害対応を迅速に進め

るため情報を共有する。 

 

○ 災害時に速やかに適切な医

療を提供する支援体制の見直

し、マニュアル等の作成を行

っている。 

○ 太田川水防災タイムライン

検討会に参画 

 

○ 小瀬川水防災タイムライン

検討会に参画 

 

○ 災害対応の現状を整理し、

体制整備・見直し。具体的な 

対応マニュアルの作成。 

 

○ 太田川水防災タイムライ

ン・小瀬川水防災ライムライ

ンのハザード別の各ステージ

における災害対応を迅速に進

めるため情報を共有する。[継

続] 

【広島県歯科医師会】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知る 

○ 「会員のための災害時ハンド

ブック」を利用して,研修や会

議等の際に,“広島県防災 Web”

により災害時への準備や対応

について啓発を図る。 

 

○ 県内郡市地区で行う所管研

修会の中で、時間は限られて

いるが、「ハンドブック」を活

用する中で災害に対する啓発

活動を行った。 

 

○ 本歯科医師会の会報誌に、

「防災・減災のちから―備え

あれば憂いなしー」と題した

文章を毎月掲載し、会員に情

報提供を行った(9月～3月)。 

 

○ 「会員のための災害時ハン

ドブック」を利用して,研修や

会議等の際に,“広島県防災

Web”により災害時への準備や

対応について啓発を図る。 

[継続] 

〇 引き続き本歯科医師会の会

報誌に、「防災・減災のちから

―備えあれば憂いなしー」と

題した文章を毎月掲載し、会

員に情報低提供を行ってい

く。[継続] 

 

察知する 

○ 日頃からの注意喚起の発信

はもちろん,実際に災害が起こ

った際,会員の安否確認をスマ

ホやパソコンからも簡単に回

答ができるよう「グーグル フ

ォーム」を現在メーリングシス

テムに代わるものとして検討

していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 会員の安否確認システムの

見直しについて、「グーグルフ

ォーム」を含めて検討した。

また、歯科関連団体等へ会員

の安否確認手段のヒアリング

を行い今後の参考とした。 

○ 日頃からの注意喚起の発信

はもちろん,実際に災害が起

こった際,会員の安否確認を

スマホやパソコンからも簡単

に回答ができるよう「グーグ

ル フォーム」を現在メーリン

グシステムに代わるものとし

て検討していく。[継続] 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

行動する 

○ 令和元年度に構築した郡市

地区歯科医師会との連絡網に

ついて,独自の災害対応訓練な

どにより実効性を高めていく。 

 

 

○ 日本歯科医師会「災害歯科保

健医療体制研修会」の内容につ

いて,発災時に具体的に利活用

していけるよう,会員の研修を

計画的に実施していく。 

 

○ 県内郡市地区で行う所管研

修会の中で、時間は限られて

いるが、「ハンドブック」を活

用する中で災害に対する啓発

活動を行った。（「知る」と同

様） 

○ 日本歯科医師会の研修会の

内容を発災時に利活用する会

員向け研修会「災害歯科保健

医療体制研修会」を実施した

(11月)。 

 

○ 令和元年度に構築した郡市

地区歯科医師会との連絡網

について,独自の災害対応訓

練などにより実効性を高め

ていく。[継続] 

 

○ 日本歯科医師会「災害歯科

保健医療体制研修会」の内容

について,発災時に具体的に

利活用していけるよう,会員

の研修を計画的に実施して

いく。[継続] 

学ぶ 

○ 日本歯科医師会「災害歯科保

健医療体制研修会」で学んだこ

とを,会員はもとより,歯科衛

生士・歯科技工士にも伝達して

いくことを検討中。 

 

○ 日本歯科医師会の研修会の

内容を発災時に利活用する会

員向け研修会を、歯科衛生士

会、歯科技工士会の会員参加

を得て実施できた。（「行動す

る」同様） 

○ 広島県や広島市、広大歯学

部等との連携組織である広島

県歯科衛生連絡会での「災害

歯科保健医療体制・整備検討

会議」を開催し、連携強化を

協議した。 

 

 

○ 日本歯科医師会「災害歯科

保健医療体制研修会」で学ん

だことを、会員はもとより、

歯科衛生士・歯科技工士にも

伝達していく研修会を継続実

施していく。 

〇 広島県や広島市、広大歯学

部等との連携組織である広島

県歯科衛生連絡会での「災害

歯科保健医療体制・整備検討

会議」での連携強化を継続し

ていく。 

備える 

○ 備蓄の消費期限等考慮し、継

続的に見直しをしていく。 

 

○ 安否確認システムの構築。 

※「察知する」取り組み内容。 

 

○ 協定を交わした中国・四国地

区 8県（広島県を除く）との災

害対応訓練の実施を検討して

いく。 

 

○ 他県の歯科医師会の備蓄状

況（備蓄品、備蓄数等）を参

考に、必要数量を検討した。 

○ 日本歯科医師会や行政の計

画を参考に、本会の「事業継

続計画(BCP)」(案)を策定し

た。上記「災害歯科保健医療

体制・整備検討会議」の中で、

その実効性等を協議した。 

 

○ 「備蓄」の消費期限等考慮

し継続的に見直しをしてい

く。 

○ 安否確認システムの構築。 

※「察知する」取り組み内容。 

〇 本歯科医師会全体計画とし

て策定した「事業継続計画

(BCP)」(案)の内容検証を行

い、規定化するとともに、会

員への周知活動を検討・実施

していく。 

○ 協定を交わした中国・四国

地区 8県の歯科医師会とは、

中国四国地区歯科医師会災害

歯科保健担当者とグループメ

ールを作成したので情報共有

を行う、下半期に行う広島国

税局管内税務指導者協議会の

際に災害対応訓練の実施を検

討することなどにより、連携

強化していく。 
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【日本放送協会広島放送局】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知る 

○ 節目をとらえて西日本豪雨

災害の教訓をくみとる報道を

続ける。5 年前の土砂災害と

あわせ地域の減災・防災を呼

び掛け続ける。 

○ 新たな豪雨，台風，地震な

どの災害には臨時特設のニュ

ースで身を守ってもらうため

の情報提供に取り組む。 

 

○ 訪日外国人の増加を踏ま

え，L 字放送などで外国人向

け放送への誘導を実施する。 

 

○ 広島放送局の小野文恵アナ

ウンサーが広島県内を散策し

ながら、先人の防災の知恵や

防災に関する知識を知っても

らう「防災さんぽ」を夕方の

ニュース番組、お好みワイド

広島で１１回にわたってシリ

ーズで放送。 

○ 食べ物のアレルギー対策や

快適性の向上などが進む避難

所の現状を紹介する「変わる

避難所」シリーズをお好みワ

イドひろしまで６回に渡って

放送したほか、県内の主要な

６つの河川の特徴や危険箇所

を紹介するシリーズも５回放

送。いずれのシリーズもＮＨ

Ｋ広島のホームページに動画

を掲載し、周知に努めている。 

○ 台風１４号など災害の危険

が迫っている際には、機動的

に特設ニュースを放送したほ

か、２４時間体制でニュース

を出し、常時文字情報（Ｌ字

放送）も継続。 

○ 子どもから大人まで幅広

く、防災について学び備える

ことができる「防災ポケット

手帳」の配布。 

○ ＮＨＫ広島のホームページ

に「みんなで防災はじめの一

歩」のバナーを掲載。マイタ

イムラインへの誘導を図る取

り組みを実施。 

○ 夕方１８時１０分からのロ

ーカルニュース番組「お好み

ワイドひろしま」などで、防

災意識を高めてもらうニュー

スを継続して発信。 

 

○ 台風や大雨、地震などの災

害時には、通常のニュース番

組に加えて、夜間や早朝にか

かわらず適宜特設ニュースを

編成して早めの避難を呼びか

ける放送を実施。 

 

 

○ ＮＨＫ広島のホームページ

で、「防災さんぽ」や県内の主

要河川の危険箇所などを分か

りやすく伝える「かわしり」、

「変わる避難所」などのリポ

ート動画を常時掲載し、防災

意識を高めてもらう取り組み

を継続。 

○ 子どもから大人まで幅広く

防災について学び備えること

ができる「防災ポケット手帳」

を適宜配布して、防災意識を

高めてもらう。 

察知する 

○ スマートフォン向けの『Ｎ

ＨＫニュース防災アプリ』の

普及に努め，視聴者，県民の

みなさんの災害察知力に貢献

する。[継続] 

 

○ 避難を呼びかける「避難特

設ニュース」※をさらに進化

させる取組。[継続] 

※ 行政機関の HPを活用した記

者解説やデータ放送、インタ

ーネット，アプリなどを通じ

て視聴者にご自分で周囲の様

子を調べてもらう試みなど。 

○ Ｌ字放送などを通じて、ス

マートフォン向けの『ＮＨＫ

ニュース防災アプリ』の普及

に努めた。 

 

 

○ 災害時には適宜特設ニュー

スとともにＬ字放送を実施す

るとともに、ＷＥＢやツイッ

ターなどでも避難に関する情

報などを発信し、早めの避難

を呼びかけた。 

○ Ｌ字放送などを通じて、雨

雲の状況や土砂災害の危険度

などが分かるスマートフォン

向けの『ＮＨＫニュース防災

アプリ』の普及に努める。 

 

○ 災害時には適宜特設ニュー

スとともにＬ字放送を実施す

るほか、ＷＥＢやツイッター

などでも避難に関する情報な

どを発信し、早めの避難を呼

びかける。 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

行動する 

・ 

学ぶ 

・ 

備える 

○ 西日本豪雨災害報道の教訓

を共有する取り組みを実施。 

○ ライフライン放送や L 字放

送の訓練の実施。 

 

○ 定期的に地震に備えた訓練

を行う。 

 

○ 広島放送局のホームページ

に「暮らしと安全」を常時開

設，防災・減災に役立つ知識

や情報を提供。 

○ 週に一回程度、地震などの

災害時を想定した緊急送出訓

練を実施。 

 

 

○ ＮＨＫ広島放送局のＨＰの

中の「暮らしと安全」のコー

ナーに、広島県の「みんなで

防災」はじめの一歩のリンク

を掲載。 

○ 週に一回程度、地震などの

災害時を想定した緊急送出訓

練を実施。 

 

○ ＮＨＫ広島放送局のＨＰの

中の「暮らしと安全」のコー

ナーに、広島県の「みんなで

防災」はじめの一歩のリンク

を掲載。 

【株式会社中国放送】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知  る 

 

察知する 

 

行動する 

 

学  ぶ 

 

備 え る 

○ 災害報道、防災情報に力を

入れ，スタッフ研修，番組制

作などに継続して取り組む。 

報道機関として、行政の災

害対応、防災施策に問題はな

いかも含めて、しっかりと取

材・報道する。 

○ 西日本豪雨等に関連した継

続的な防災報道に加え、大雨

時などに地上波特別枠を設け

たり、Ｗｅｂ配信したりして

情報発信した。 

 

・4～7 月、気象・災害情報につ

いて理解を深める活動（放

送・Web）。▽新たな線状降水

帯予測情報、▽災害危険度分

布色分け変更、▽氾濫危険情

報の 3 時間前予測、▽広島市

の警報を区ごとに発表などに

ついて企画ニュースを通じ解

説。 

 

・5月、坂町災害伝承ホールなど

被災地の取り組みや「避難行

動」県アンケート結果を伝え

る。 

 

・6月、ハザードマップの盲点に

ついて報道。 

 

・7・6 西日本豪雨から 4 年めぐ

る報道。前日に当時の振り返

り企画 3 本を Web配信。 

 

・大雨情報 広島市に土砂災害

警戒情報・避難指示 7月 8 日

（金）18:26～19:00、20:39～

23:45L 字情報、18:15～19:00

レギュラー番組内展開。 

 

・7月、三次の大水害から 50 年、

過去の災害に学ぶ報道。 

○ 報道機関として、行政の災

害対応、防災施策に問題はな

いかも含めて、しっかりと取

材・報道する 

○ 災害報道、防災情報に力を

入れ、スタッフ研修、番組制

作などに継続して取り組む 

○ 「みんなで減災」県民総ぐ

るみ運動に賛同し、あらゆる

機会をとらえて、防災に関す

る発信を行う。 

○ 県などが主催する防災訓

練を積極的に取材し、県民へ

向けて発信する。 

 

○ きめ細かい独自の天気予

報を伝えるとともに、平常

時・災害時とも情報発信は、

ラジオ・テレビ・インターネ

ットホームページなど様々

なメディアによって行う。 
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・8月、東北・北陸の大雨で出な

かった線状降水帯発生予測を

めぐる報道。 

 

・8･20 広島土砂災害と線状降水

帯について企画。直前に 8 年

前当時のドキュメンタリーを

放送。 

 

・台風 11号情報 9月 6 日（火）

5：55～9：11L字情報。朝ミニ

枠 3 回。ほか定時ニュース、

レギュラー番組枠内。 

 

・台風 14号情報 9月 17日（土）

16:30～17:30 番組内、9 月 18

日（日）午後 6 時過ぎ～19 日

（月）19時 L時情報、18日深

夜～朝ミニ枠 4 回、特枠 18 日

13:54～14:26、19 日 10:50～

11:30、14:40～15:22、15:50

～レギュラー番組枠内。 

 

・9月、被爆直後に広島を襲った

枕崎台風の被害について報

道。 

 

・4～9 月、被災地の復興や防災

の取り組みを継続的に報道。 

 

・12 月警報級の大雪に関する情

報について、事前から番組の

時間枠を割き、気象予報士の

解説を交えながら、雪対策に

留意するよう警鐘を鳴らし

た。 

 

・12 月～1 月大雪関連の取材対

応。県北に取材班を数日間置

き、雪に対する対応状況や、

積雪による危険を現地の声を

交えながら伝える。また L 字

の字幕も対応しながら、交通

情報など、各地の状況を文字

でも伝えた。 

 

・１月、福山市のみろくの里で

の地震を想定した消防と連携

した形の災害救助訓練を伝え

る。 

 

知 る 

 

察知 

する 

 

行動 

する 

 

学 ぶ 

 

備える 
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・2月、トルコでの大地震に救助

活動で入った団体の声を届け

ながら、現地の状況を伝え、

地震時に起こりうる事象を明

らかにする報道。 

 

・10 月～2 月、被災地の復興や

防災の取り組みを継続的に報

道。 

 

〇 新たに JNN 系列でスタート

した「TBS NEWS DIG Powered 

by JNN」の防災アプリとして

の活用。 

 

○ ウェザーセンター（気象予

報士４人）による気象情報全

般の発信力強化。 

・日常的に気象への関心を高め

る取り組み（放送・Web）。 

・中国地方整備局河川カメラ網

の活用。増水時以外も映像に

触れる機会を増やす取り組

み。 

 

〇 Yahoo！防災マップとのパ

ートナーシップ連携。放送等

での活用。 

 

 

 

○ ラジオとも連携、視聴者・

聴取者から寄せられる情報も

共有した。 

 

○ JNN 系列を挙げての災害対

応策にかかる継続的協議・訓

練。 

・定期的に会議を行う事で、出

水期に向けて変更される情報

の伝え方を確認。防災担当者

間の日常的な意見交換、会議

の実施。各種研修等への参加。

災害報道訓練。 

 

○ 自社での地震報道訓練等の

実施。 

 

○ 関係機関と連携した防災催

し・勉強会。 

・気象予報士を中心に積極的に

参加。 

知 る 

 

察知 

する 

 

行動 

する 

 

学 ぶ 

 

備える 
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【株式会社テレビ新広島】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知る 

○ 県の防災の取組に関する情

報や，防災に関する様々な情

報を，日頃のニュースや「満

点ママ」の月１防災企画など

で提供 

○ 行政機関や広大等研究機関

が取り組む，豪雨災害時の避

難行動の在り方の検証につい

て，広く周知できるよう対応 

○ 災害の危険度を５段階に分

けた危険度情報について番組

内で解説し，早めの避難行動

を促す 

○ 自宅周辺の危険な箇所を確

認 

○ 避難先を考える上での注意

点（避難所・親戚や友人の家

など） 

○ 家族で離れてしまった時の

待ち合わせ場所を決める上で

の注意点 

○ 警戒レベルの確認 

○ 気象情報や注意報の見方 

○ 朝の情報番組「満点ママ」

内で月 1 の防災企画を通じて

タイムリーな防災・減災 

 情報の発信に努めた。 

○ 気象情報の発表形式が変更

されたり、県民の生活に大き

な影響を与える大雨・大雪の

時期を捉え、ニュース内の企

画・特集コーナーで視聴者へ

防災・減災情報の啓発を行っ

た。 

○ 広島県の防災の取組に関

する様々な情報などを、日頃

のニュースや「満点ママ」の

月１防災企画などで提供す

る。[継続] 

○ 広島県内各市町と「災害情

報発信協定」を締結し、平時

よりニュースや番組等を通

じて、災害への備えを伝える

とともに「避難の重要性」を

訴える。[継続] 

 

 

 

○ 警戒レベル３「高齢者等避

難」発令時に速報スーパー対

応するなど、早期避難に繋が

る取組みを行う。[継続] 

察知する 

○ 注意報・警報などの情報を

テレビの字幕で周知 

○ 災害情報等をテレビの字幕

放送（Ｌ字放送等）で周知 

○ 災害時には，本放送だけで

なく，データ放送やホームペ

ージ等を活用し，きめ細やか

な情報を迅速に提供 

○ 正確な情報を早くわかりや

すく，テレビ，ホームページ

を通じ，繰り返し伝達 

○ テレビ番組で県防災 Web に

よる土砂災害危険度情報の確

認方法などを啓発 

○ 大雨洪水警報や避難勧告な

どが出た場合，自局ホームペ

ージなどによる情報提供 

 

○ 避難タイミングの考え方 

・広島県防災 Webやヤフー防災

タイムラインの活用 

・警戒レベルの確認、現在の気

象状況を詳しく伝えることで

避難行動の呼びかけ 

 

 

【台風 11号・放送対応】 

9/6(火)06:06めざまし内台風

情報、 

6:12～11:06Ｌ字放送 

 

【台風 14号・放送対応】 

9/18(日) 21:54-台風情報 

24:23-S-PARK内で台風情報 

9/19(月)06:06-めざまし内台

風情報 

15:45-16:50 特番台風 14号最

新情報 

 

9/18(日)18:00～

9/19(月)19:15Ｌ字放送 

 

○ クリスマス・1月の大寒波で

は、中国地方整備局提供の国

道カメラ映像を用い、県内各

地の積雪の様子などを伝えた

り、大雪警報など気象情報を

○ 広島県及び県内各市町と

「災害に係る情報発信等に

関する協定」締結を進める。

(広島県及び 15市町と締結済

み。5 市町と協定書取り交わ

し済み。)[継続] 

○ 注意報・警報などの情報を

テレビの字幕で周知 

○ 災害情報等をテレビの字

幕放送（Ｌ字放送等）で周知 

[継続] 

○ 災害時には本放送だけで

なく、データ放送やホームペ

ージ等を活用し、きめ細やか

な情報を迅速に提供[継続] 

○ 正確な情報を早くわかり

やすく、テレビ・ホームペー

ジを通じて、繰り返し伝達す

る。[継続] 

○ テレビ番組で県防災 Webに

よる土砂災害危険度情報の

確認方法などを啓発する 

○ 大雨洪水警報や避難情報

などが出た場合、自局ホーム

ページなどで情報提供する。 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

発表と同時にいち早く伝え、

県民への防災・減災情報の発

信に努めた。 

○ Ｌ字放送やＳＮＳなどを駆

使し、県内の交通情報や気象

情報などを利用者にいち早く

伝え、警戒・注意喚起とした。 

○ 寒波襲来の際には、レギュ

ラー枠以外に気象ニュース枠

を臨時に作り、情報発信に努

めた。 

 

行動する 

○ マイ・タイムラインの製作

や避難経路の確認など、避

難グッズの用意など、継続

して，防災・減災を意識し

た啓蒙活動を行う。 

○ 防災アプリの活用や満点マ 

マオリジナルカードを活用す 

ることで避難のタイミングや 

分散避難を考え行動するきっ 

かけ作り 

○ 早めに避難するためにはど 

うしたらいいか 

○ 減災のために私たちが普段 

できる取り組み 

○ ニュース内で実際にマイ・

タイムラインの作り方などを

紹介し、それらを通じて県民

の防災・減災への意識を高め、

情報発信、啓発に努めた。 

 

○ 日頃から、より防災・減災

を意識したテレビ番組内で

の情報露出の強化[継続] 

○ 災害に備え具体的にどう

行動するのかを意識しても

らうための啓発[継続] 

学 ぶ 

○ 通常のニュースに加え，特

集などで災害の原因に迫ると

ともに，土砂災害警戒区域の

指定や被災者支援などを検証 

○ 報道を通じ，県民に防災・

減災について考えてもらう素

材を提供 

○ 自局のホームページで，防

災・減災の知識や情報を提供 

○ 気象警報について広島市が

８行政区ごとの詳細発表にな

り、より地域の実情に合った

防災情報発信に切り替わった

事案など、減災につながる最

新の防災情報などについて

は、機会をとらえ、ニュース

などの企画・特集などを通じ

て分かり易く県民へ周知・啓

発を図る 

○ ヤフー防災タイムラインの

作り方 

○ 今年変更＆追加された気象

情報の確認 

（線状降水帯予測情報やキキ

クルの色表示の変更など） 

○ プラスチックが気候に与え

る影響について（広島への影

響についても） 

○ 熱中症対策（対処の仕方・

日常でできる予防法も） 

○ ニュース内で、阪神大震災

の発生日など機会、節目を捉

えて、特集コーナーを作り、

視聴者に改めて防災・減災に

ついて考え、身の安全を守る

術を身につけてもらい意識を

高めてもらう事を目指した。 

○ 通常のニュースに加え、特

集などで災害の原因に迫る

とともに、土砂災害警戒区域

の指定や被災者支援などを

検証 

○ 報道を通じて、県民に防

災・減災について考えてもら

う素材・機会を提供 

○ 自局のホームページで、防

災・減災の知識や情報を提供 

○ 減災につながる最新の防

災情報などについては、機会

をとらえ、ニュースなどの企

画・特集などを通じて分かり

易く県民へ周知・啓発を図る 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

備える 

○ 自局のホームページで，防 

災・減災に関する情報を提供 

○ 気象情報や県市町等から発

せられる警戒レベルや避難所

情報を的確に伝える。 

○ 梅雨入り前の備え 

○ ハザードマップの確認 

○ 避難先・避難経路の確認 

○ 非常用持ち出し袋の中身の

確認 

○ 防災絵本を活用して家族で 

防災について話すきっかけ作 

りを 

○ 避難情報発令に備え、局内 

での情報発信訓練や地上波の 

カットイン訓練を定期的に行 

った。 

○ 自局のホームページで，防

災・減災に関する情報を提供

[継続] 

○ 気象情報や県市町等から

発せられる警戒レベルや避

難所情報を的確に伝える。

[継続] 

 
【広島テレビ放送株式会社】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知  る 

○ ニュースで土砂災害特集を

放送 

 

○ 梅雨・台風シーズン及び大

雪について番組内の天気コー

ナーやニュースで注意喚起 

 

○ 「みんなで防災プロジェク

ト」コーナーを放送 

 

○ 「いま動こう！みんなで防

災 PROJECT」を週１で放送。 

 ・台風１４号の被害考察 

 ・キッズ防災士 

 ・外国人向け防災教室 

・マンションの在宅避難 

 ・広島駅周辺の３Ｄモデル化 

など 

○ 防災プロジェクトＨＰ内に

県内の水害碑地図とそれぞれ

の碑の映像をアップ。 

 

○ ３月１１日１６時３０分放

送「どう逃げる？災害から命

を守るために」 

 ・災害発生時に命を守るため

にどう逃げるのかを塚原気

象予報士が伝える 

○ ニュースにおいて，土砂災

害の特集を放送。[継続] 

 

○ 梅雨・台風シーズン及び大

雪・寒波について番組内の天

気コーナーやニュース内で

注意喚起[継続] 

○ 「みんなで防災プロジェク

ト」コーナーを週に一度放送

し県民の防災意識を高める。

［継続］ 

察知する 

○ 大雨や大雪などで警報及び

避難情報が出た場合，ニュー

スや L字放送で情報を伝達 

 

○ 警報等出た場合，「速報」で

避難情報を伝達 

 

○ ホームページやデータ放送

にニュースで放送した警報情

報などを掲載 

 

○ 広テレアプリにより、スマ

ホへのプッシュ通知による避

難情報などの提供。 

 

 

 

○ 左記の取組を実施した。 

 

○ 大雨や大雪などで警報お

よび避難情報が出た場合、ニ

ュースやＬ字放送で情報発

信。[継続] 

○ ホームページやデータ放

送にニュースで放送した警

報情報を掲載。[継続] 

 

○ 広テレアプリでスマホへ

のプッシュ通知による避難

情報などの提供。[継続] 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

行動する 

○ ニュースや速報，Ｌ字を使

って気象情報や避難情報を放

送し早めの行動を呼びかけ

た。 

○ 「いま動こう！みんなで防

災 PROJECT」を週１で放送。 

 ・避難所運営のＩＴ化 

 ・ＩＣＴを活用した地域防災 

・被災地学生の避難マップ 

など 

○ ニュースや速報、Ｌ字を使

って気象情報や避難情報を

放送し早めの行動を呼びか

け。[継続] 

学  ぶ 

○ 放送を通じて，防災につい

ての意識を高めてもらう。 

○ ６月４日（土） 

「森から防災教室 in尾長」 

 ・親子５０人に尾長山に集ま

ってもらい、森が防災に果

たす役割について気象予報

士が解説。 

 ・その後木の伐採体験やクラ

フト体験を通じ長期的な目

線での防災について学ん

だ。 

○ ６月２４日（金）１８：５

５～１時間 

 ・「学校では教えてくれないみ

んなの防災教室２」を放送。 

前線による大雨や台風のメ

カニズムのほか広島土砂災

害被災地の被災体験を継承

する取り組みなどを学ぶ番

組とした。 

○ １１月６日（日） 

「いま動こう！みんなで防

災フェス２０２２」開催。 

今年は「避難」をテーマに

ステージを展開。数千人が

来場 

○ 放送を通じて，防災につい

ての意識を高めてもらう。

[継続] 

備 え る 

○ 放送を通じて，防災につい

ての意識を高めてもらう。 

○ 「いま動こう！みんなで防

災 PROJECT」を週１で放送。 

 ・水で膨らむ土嚢 

 ・キッチンカーの炊き出し協

力 

 ・長周期地震動を地震速報に 

 など 

○ 放送を通じて，防災につい

ての意識を高めてもらう。

[継続] 
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【株式会社広島ホームテレビ】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知る 

○ ニュース番組で広島県防災

ＷＥＢの活用（土砂災害危険

度情報のチェックの仕方な

ど）を啓発 

 

○ ニュース番組で，「防災」（豪

雨災害，南海トラフ地震への

備えなど）をﾃｰﾏにした放送必

要時は自社インターネット配

信と合わせて警戒を呼び掛け

ることができる態勢づくりを

進める。 

 

○ 大雨警戒時にＬ字放送を実

施し，注意や避難を呼びかけ

た。 

〇 6・29 豪雨災害や西日本豪雨

災害の周年直前から、警報レ

ベルの変更など企画放送。さ

らに自社ＨＰで公開し、周知

徹底を図った。 

 

〇 大雨被害や台風時には、24

時間体制でＬ字放送を実施。

警戒を呼び掛けた。 

 

〇 年末の大雪被害の時には、

通勤通学時間に合わせてＬ字

放送を実施。警戒を呼び掛け

た。 

 

○ 行政や企業などの防災協定

について取材し、放送した。 

 

○ 過去の災害地に赴き、防災

対策を取材。放送に結び付け

た。 

 

○ データ放送で気象状況を伝

えた。 

○ ニュース番組で広島県防

災ＷＥＢの活用（土砂災害危

険度情報のチェックの仕方

など）を啓発[継続] 

○ ニュース番組で，「防災」

（豪雨災害，南海トラフ地震

への備えなど）をﾃｰﾏにした

放送必要時は自社インター

ネット配信と合わせて警戒

を呼び掛けることができる

態勢づくりを進める[継続] 

○ 大雨警戒時にＬ字放送を

実施し，注意や避難を呼びか

ける。[継続] 

○ テレビのデータ放送（ｄボ

タン）を使い自治体の情報を

見ることができる新しいサ

ービスの運用［新規］ 

察知する 

○ 自社ホームページのトップ

ページに，広島県防災ＷＥＢ

へのリンクバナーを掲載 

 

 

○ 自社ホームページに「広島

防災」ページ開設 

（「広島防災」ＨＰについては，

引き続き防災情報を追加し充

実を図る。） 

 

○ 「広島防災」ＨＰについて

は，引き続き防災情報を追加

し充実を図る。 

○ 自社ＨＰ上に「広島防災」

といったページを開設。過去

に放送した防災ＶＴＲやその

時々の気象情報を伝えてい

る。広島県防災ＷＥＢのリン

クも貼り、より詳しい県内気

象情報の発信に努めた。 

 

〇 データ放送で気象情報を常

に伝えている。 

 

○ 自社ホームページのトッ

プページに，広島県防災ＷＥ

Ｂへのリンクバナーを掲載

[継続] 

○ 自社ホームページに「広島

防災」ページ開設 

（「広島防災」ＨＰについては，

引き続き防災情報を追加し

充実を図る。）[継続] 

 

行動する 

○ 大雨洪水警報や避難勧告な

どが出た場合，自社ホームペ

ージやＳＮＳ（ツイッタ―，

フェイスブック）の自社アカ

ウントから情報を発信 

 

○ 警報など随時ニュース速報

で対応 

 

 

 

 

〇 ９月の台風 11 号及び 14 号

では、24 時間体制で対応。Ｌ

字のほか動画配信でその都度

啓発ＶＴＲを配信。 

 

〇 年末の大雪の時には 24時間

体制で対応。Ｌ字のほか動画

配信でその都度啓発ＶＴＲを

配信。 

 

 

 

○ 大雨洪水警報や避難勧告

などが出た場合，自社ホーム

ページやＳＮＳ（ツイッタ

―，フェイスブック）の自社

アカウントから情報を発信

[継続] 

○ 警報など随時ニュース速

報で対応[継続] 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

〇 地上波放送及びネット配信

で特別番組を編成し、現状や

予報を発信する。 

 

○ 自社ホームページのトップ

ページに，広島県防災ＷＥＢ

へのリンクバナーを掲載 

〇 自社気象予報士や契約した

気象会社と情報交換しなが

ら、特別番組を放送。災害現

場の状況や、気象予報士によ

る解説を随時放送した。 

〇 Ｌ字情報をホームページと

リンクさせ、情報を多チャン

ネルで発信していった。 

〇 地上波放送及びネット配

信で特別番組を編成し、現状

や予報を発信する。 

 

○ 自社ホームページのトッ

プページに，広島県防災ＷＥ

Ｂへのリンクバナーを掲載

[継続] 

学ぶ 

○ ニュース番組等で，広島県

防災Ｗeb などのチェックを促

し，Ｌ字放送などで早めの避

難を呼びかける。 

 

 

〇 ６月からの線状降水帯予測

の時には、夕方番組内でメカ

ニズムなどを考え、実際予報

が起きた時にどのような行動

が必要かなどを伝えた。 

 

○ 防災関連の自社制作番組

を小中学校の授業で活用し

てもらう[継続] 

〇 ニュース番組で，防災に関

する必要な知識や情報を紹

介[継続] 

備える 

○ ニュース番組で，防災に関

する必要な知識や情報を紹介 

 

○ 防災関連の自社制作番組を

小中学校の授業で活用しても

らう。 

  

○ 大雨シーズン直前に「広島

防災」キャンペーンを行い、

気象や避難など多角的な企画

ＶＴＲを放送。ＨＰ上でもア

ップし幅広い人に周知した。 

○ 9 月の台風接近時には、最接

近前に特別番組を放送し、注

意喚起を行った。 

○ 大雪や低気温に対応した

「広島防災」キャンペーンを

行い、気象や避難など多角的

な企画ＶＴＲを放送。ＨＰ上

でもアップし幅広い人に周知

した。 

 

○ 昼休みを利用して、地震発

生マスターカット訓練を平日

毎日行った。 

〇 ニュース番組等で，広島県

防災Ｗeb などのチェックを

促し，Ｌ字放送などで早めの

避難を呼びかける[継続] 

○ 「広島防災」ＨＰについて

は，引き続き防災情報を追加

し充実を図る。[継続] 

 

 
【株式会社中国新聞社】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知る 

○ 社員を対象に「安全を考え

る集い」を開催。さまざまな

専門家に話を聞き、まずは自

らを、さらには家族を守る意

識を確実に醸成していく。そ

れを還元していく。 

  

○ 22年 9月 14日に、社内の大

会議室で「安全を考える集い」

を実施した。社員や関連会社

の社員計約１５０人が参加

（ＷＥＢ含む）。講師は、日本

赤十字社広島県支部の小田原

弘周事業推進課長と西本登勢

救急法講師。過去の災害を被

災者の証言を基に追体験し、

災害でどんなことが起きるの

かを創造する力を養う「災害

エスノグラフフィー」という

手法を学んだ。また、実際に

役立つ応急手当の方法につい

ても実戦形式で学んだ。 

○ 社員を対象に「安全を考え

る集い」を開催。さまざまな

専門家に話を聞き、まずは自

らを、さらには家族を守る意

識を確実に醸成していく。そ

れを還元していく。[継続] 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

○ 「安全を考える集い」の講

演を社のホームページにアッ

プし、見るように呼び掛けて

いる。 

察知する 

○ 平成 27年の広島市との防災

情報の提供に関する協定締結

以降、実施している、防災行

政無線の内容を、ケーブルテ

レビ回線を通じて宅内に設置

する専用の受信機で確認でき

るサービスの継続実施。 

 

○ 「中国新聞メルマガ（旧名

ちゅーピーメルマガ）」を随時

改良を重ねながら、読者に対

し、より詳しい地震や大雨な

どに関する災害情報、それに

伴う交通、ライフライン情報

を発信し、素早い非難を促す。 

 

○ 災害情報は、中国新聞の電

子紙面「中国新聞デジタル」

でも避難情報や地震の情報な

どを速報する。 

 

○ 小学生の学びに役立つウ

ェブサイト「ちゅーピー子ども

ウェブ」（22年 4月スタート）に、

新聞で連載中の防災特集や、西

日本豪雨など過去の災害の記事

などを分かりやすく掲載。防災

教育の教材として役立ててもら

う。 

〇 平成 27年の広島市との防災

情報の提供に関する協定締結

以降，実施している，防災行

政無線の内容を，ケーブルテ

レビ回線を通じて宅内に設置

する専用の受信機で確認でき

るサービスを継続して実施し

ている。 

○ 「ちゅーピーメルマガ」や、

デジタルでニュースを発信す

る「中国新聞デジタル」を随

時改良し、読者に対し、地震

や大雨などのより詳しい災害

情報、それに伴う交通、ライ

フライン情報を発信し、素早

い避難を促している。 

○ 災害情報は、中国新聞の電

子版「中国新聞デジタル」で

随時、避難情報や地震の情報

などを速報している。 

 

○ 小中学生の学びに役立つサ

イトは、「ぶんタッチ」として

スタートした。現在、内容の

充実を進めており、学校の調

べ学習に寄与したい。 

〇 防災情報を伝えるメールを

改良。中身を開かなくてもタ

イトルだけで警戒情報のどの

段階にあるかを分かるように

し、利便性を高めた。 

○ 平成 27 年の広島市との防

災情報の提供に関する協定締

結以降、実施している、防災

行政無線の内容を、ケーブル

テレビ回線を通じて宅内に設

置する専用の受信機で確認で

きるサービスの継続実施。 

 

○ 「中国新聞メルマガ（旧名

ちゅーピーメルマガ）」を随時

改良を重ねながら、読者に対

し、より詳しい地震や大雨な

どに関する災害情報、それに

伴う交通、ライフライン情報

を発信し、素早い非難を促す。 

 

○ 災害情報は、中国新聞の電

子紙面「中国新聞デジタル」

でも避難情報や地震の情報な

どを速報する。 

 

○ 小学生の学びに役立つウェ

ブサイト「ちゅーピー子ども

ウェブ」（22年 4 月スタート）

に、新聞で連載中の防災特集

や、西日本豪雨など過去の災

害の記事などを分かりやすく

掲載。防災教育の教材として

役立ててもらう。 

行動する 

○ 今回の西日本豪雨災害報道

では、これまでの災害も踏ま

え、「どう命や地域を守るの

か」を最重点に報道し、命を

守る行動に結びつくよう、提

言も含め、住民意識に訴えて

いきたいと考えている。 

 

○ 広島土砂災害から 8 年、西

日本豪雨から４年のタイミン

グをとらえ、それぞれの発生

日に合わせて、ワイド特集や

連載などを幅広く展開。当時

の関係者を再取材し、被災後

の自主防災組織の取り組み

や、心の問題、地域再生の課

題などを多角的な視点で報道

し、防災意識を高めてもらう

よう努めた。 

 

 

 

 

 

○ 西日本豪雨災害報道では、

これまでの災害も踏まえ、「ど

う命や地域を守るのか」を最

重点に報道し、命を守る行動

に結びつくよう、提言も含め、

住民意識に訴えていきたいと

考えている。 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

学ぶ 

○ 防災上の問題点を紙面を通

じてニュースや連載特集など

で示し、住民への啓発の一助

につなげたいと考えている。

災害時の心構えや過去の教訓

についても報道し、安全安心

について、さまざまなテーマ

を掘り下げていきたい。 

○ 21 年 9 月から毎月 1 回、朝

刊に「防災 命を守るために」

という特集ページを新設し

た。毎月第２水曜日に、高齢

者にも分かりやすいグラフィ

ックスで、災害が起きるメカ

ニズムなどを解説。ハザード

マップの見方などを紹介して

いる。 

 

○ 防災上の問題点を紙面を通

じてニュースや連載特集など

で示し、住民への啓発の一助

につなげたい。災害時の心構

えや過去の教訓についても報

道し、安全安心について、さ

まざまなテーマを掘り下げて

いきたい。 

 

備える 

○ 社内の主要拠点において行

っている災害時に必要な備蓄

について，定期的に状況を管

理しながら、随時積み増しし

ている。 

  

○ 21春、中国新聞の記者でチ

ャットルーム「防災記者ネッ

ト」をつくった。報道センタ

ーの気象・災害を担当する記

者が、中国地方整備局や気象

庁などの勉強会、記者会見な

どで得た情報や資料をアップ

し、共有している。支社局の

記者、デスク、管理職を含め

３０人が登録し、いざという

時に備えている。 

○ 社内の主要拠点において行

っている災害時に必要な備蓄

について，定期的に状況を管

理しながら、随時積み増しし

ている。 

 
 
 
 
 
【広島エフエム放送株式会社】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知    る 

○ 「みんなで減災」推進大使

が各生放送番組に出演して周

知 

○ 「みんなで減災」推進大使

として，各種イベントへ出演。

ステージイベントやブースに

おいて，「みんなで減災」県民

総ぐるみ運動を周知 

○ 県が開催する一斉地震防災

訓練（シェイクアウト）の周

知，参加呼びかけ 

○ 継続的に実施 

 

 

○ 3/5（日）「備えるフェア」

実施中、横川カジルモールに

てトークショーを実施 

 

 

○ 10月に実施した。 

 

○ 「みんなで減災」推進大使

が各生放送番組に出演して

周知 

○ 「みんなで減災」推進大使

として，各種イベントへ出

演。ステージイベントやブー

スにおいて，「みんなで減災」

県民総ぐるみ運動を周知 

 

察知する 

○ 大雨や台風接近時などに

は，気象情報・避難情報を特

に詳しく番組を通じて周知 

○ 避難情報が発表された際に 

は，コンパクトに正しく伝え 

る工夫を検討 

 

○ 番組内での「防災情報メー

ル」登録の呼びかけ 

 

○ 台風 11 号、14号の接近時に

は、平日のワイド番組で特に

詳しく実施した。 

○ 避難指示が、県内で最初に

出た際には詳細に伝え、その

後は、市町名に絞ってつたえ

るようにした。 

○ 「防災情報メール」ではな

く「Yahoo！防災速報」登録の

呼びかけに重点を置いた。 

○ 大雨や台風接近時などに

は，気象情報・避難情報を特

に詳しく番組を通じて周知 

 

○  大使の番組出演時に、

「Yahoo！防災速報」アプリ

登録の呼びかけ 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

行動する 

○ 県が開催する一斉防災訓練

「シェイクアウト」に従業員

が参加 

その後，机の下に身を守る

スペースの確保 

○ 全社での「シェイクアウト」

訓練の実施は見送ったが、社

内での周知を行った。 

○ 発災時の安否確認方法、緊

急時マニュアルの確認 

 

○ 大使の番組出演時に、県が

開催する一斉地震防災訓練

（シェイクアウト）や県内の

防災訓練の周知，参加呼びか

け 

学  ぶ 

○ 有識者との情報交換を定期

的に実施 

○ 新たなスタッフ、番組出演

者へ、「災害時の対応」につい

て研修を実施 

○ 県内で行われている防災教

室，防災訓練の周知（「防災ワ

ークショップ」の実施） 

 

 

 

○ HFM 防災ハンドブック 2022

の制作、配布 

○ 継続的に実施している。 

 

○ 4 月のタイミングで新番組

担当者に対して実施した。 

 

○ 8/27、CLiP HIROSHIMA にて、

避難 MAP を作るワークショッ

プを実施。 

○ 3/5（日）「備えるフェア」

実施中、横川カジルモールに

てトークショーに大使参加。 

○ 今年度も 7 月に発行した。

また、午後のワイド番組では

週に 1回、「防災 Q」と題して、

ハンドブックの中からクイズ

を出題している。 

 

○ 有識者との情報交換を定

期的に実施 

○ 新たなスタッフ、番組出演

者へ、「災害時の対応」につ

いて研修を実施 

○ HFM防災ハンドブック 2023

の制作、配布、配布に合わせ

た番組内企画展開実施 

○ 防災ハンドブックを活用

したワークショップやイベ

ント、学校への出前授業等の

実施 

備 え る 

○ 大使の番組出演時に県の

「備えるフェア」の周知 

 

○ 梅雨や台風シーズンは，番

組を通して，注意喚起 

 

○ 過去の災害発生日に合わ

せ，番組等で再度取り上げ，

注意喚起 

(7月 1週目や 9 月初旬には

特集企画を実施予定) 

○ 9 月，3 月に実施した。 

 

 

○ 梅雨時期、台風シーズン、

過去の災害発生日周辺では、

防災ハンドブックの告知とあ

わせて、番組内での注意喚起

を行った。 

○ 大使の番組出演時に県の

「備えるフェア」の周知 

 

○ 梅雨や台風シーズンは，番

組を通して，注意喚起 

 

○ 過去の災害発生日に合わ

せ，番組等で再度取り上げ，

注意喚起(7月 1週目や 9月初

旬には特集企画を実施予定) 

【広島地方気象台】 
行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知  る 

○ 「防災気象情報の伝え方に

関する検討会等を受けた取

組」を受け，令和４年度出水

期中の情報改善に関する取組

について，地域住民に避難判

断の参考として活用してもら

うため，自治体，報道機関等

を通じた周知広報を行う。 

○ 令和３年度に引き続き大雨

特別警報の位置づけ・役割の

周知徹底を行う。 

○ 出水期前までに自治体，報

道機関を通じて，段階的に発

表される防災気象情報の利活

用方法について積極的な周知

広報を実施した。 

 

○ 防災気象情報の利活用方法

とあわせて，出水期前までに

自治体，報道機関を通じて，

大雨特別警報に関して積極的

な周知広報を実施した。 

 

○ 令和５年度中に実施予定

の各種防災情報の情報改善

に関する取組について、地域

住民に避難判断の参考とし

て活用してもらうため、自治

体、報道機関等を通じた周知

広報を行う。 

○ 各種キキクル（危険度分

布）を地域住民に避難判断の

参考として活用してもらう

ため、自治体、報道機関等を

通じた周知広報を行う。 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

○ 令和４年 10月～11月にかけ

て、自治体、報道機関と「令

和４年度出水期の振返り」を

実施した。 

また、報道機関には適宜、

機会を捉えて各種防災気象情

報の改善に関する情報を地域

住民の皆さま方に提供してい

ただいている。 

察知する 

○ 住民が防災気象情報を受け

る第一の手段はテレビ・ラジ

オと想定されることから,報

道機関との懇談会を実施し，

気象台が発表する防災気象情

報について周知広報を行う。 

 

○ 避難行動の判断材料となる

防災気象情報の意味と，とる

べき行動，及び情報の入手手

段等について，住民に対する

周知広報を行う。 

○ 報道機関等が参加する防災

気象連絡会や報道機関との懇

談会を通じて，防災気象情報

の周知広報を行った。 

 

 

 

○ 防災気象情報に関する

Youtube 解説資料を定期的に

作成し，自治体防災担当者へ

共有し防災業務への支援を行

った。 

 

○ 令和４年 10月～11月にかけ

て、報道機関と「令和４年度

出水期の振返り」を実施し、

防災気象情報に関する周知広

報も実施した。 

 

○ みんなで減災推進課が主催

している防災授業でのゲスト

ティーチャーや部外講演等の

機会を捉えて、生徒・児童を

含めた一般住民向けの防災情

報に関する周知広報を適宜実

施した。 

 

 

 

○ 住民が防災気象情報を受

ける第一の手段はテレビ・ラ

ジオと想定されることから,

報道機関との懇談会を実施

し，気象台が発表する防災気

象情報について周知広報を

行う。［継続］ 

○ 避難行動の判断材料とな

る防災気象情報の意味と，と

るべき行動，及び情報の入手

手段等について，住民に対す

る周知広報を行う。［継続］ 

行動する 

○ 住民への情報が的確に行わ

れるよう, 気象台と県・市町

の緊密な情報交換を通じ、連

携強化を図る。 

 

 

 

 

○ 大規模地震を想定した訓練

を実施し、安全確保行動の確

認や職場の体制確認を行う。 

○ 大雨警報等が発表されると

きは，県・市町に対してホッ

トラインによる事前連絡を行

った。また，平時においても,

県に対して朝夕に気象解説を

行い,県から市町へ情報を共

有してもらうなど連携をとっ

ている。 

○ 南海トラフ地震を想定して

訓練を実施し,職員の安否確

認や機器障害時等の対応確認

を行った。 

 

○ 住民への情報が的確に行

われるよう, 気象台と県・

市町の緊密な情報交換を通

じ、連携強化を図る。［継続］ 

 

 

 

 

○ 大規模地震を想定した訓

練を実施し、安全確保行動の

確認や職場の体制確認を行

う。［継続］ 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

 

○ 令和４年 10月～11月にかけ

て、自治体と「令和４年度出

水期の振返り」を実施し、緊

密な情報交換を行い、お互い

の連携強化を図った。 

○ 令和４年 11月２日の「みん

なで減災」一斉地震防災訓練

に参加し、大規模地震を想定

した職員の安全確保行動訓練

を行い、プラスワン訓練とし

て職場の備蓄物資の確認を行

った。 

学  ぶ 

○ 企業・団体，防災関係機関

が開催する研修，訓練，講演

会等での，防災気象情報に関

連する研修，後援等の依頼に

は可能な限り対応し，職員を

派遣の上，防災気象情報の普

及啓発を図る。 

 

○ 地方公共団体防災担当者向

けの気象防災ワークショップ

を関係機関と連携して実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

○ 気象庁ワークショップ「経

験したことのない大雨 その

ときどうする？」について，

関係機関と連携して実施す

る。 

○ 昨年度までに引き続き，コ

ロナ禍で各種団体が開催する

研修の中止が多かったが，Ｔ

Ｖ会議形式や十分な新型コロ

ナウイルス感染拡大防止策が

図られていると判断できる場

合は，依頼された研修に関し

ては積極的に対応した。 

○ 新型コロナウイルス感染拡

大防止の観点から，地方公共

団体から気象防災ワークショ

ップの開催依頼はなかった。

今後はＴＶ会議形式や十分な

感染拡大防止策が図られてい

ると判断できる場合は対面に

よる開催について，積極的に

実施するように取り組んでい

く。 

○ 新型コロナウイルス感染拡

大防止の観点から開催は見送

ったが，今後はＴＶ会議形式

や十分な感染拡大防止策が図

られていると判断できる場合

は対面による開催について，

積極的に実施するように取り

組んでいく。 

 

○ 国の機関、消防等の防災関

係機関及び予報士会等と連携

して、防災気象情報に関連す

る研修、後援等の依頼に対応

し，職員を派遣して防災気象

情報の普及啓発を図った。 

 

○ 企業・団体，防災関係機関

が開催する研修，訓練，講演

会等での，防災気象情報に関

連する研修，後援等の依頼に

は可能な限り対応し，職員を

派遣の上，防災気象情報の普

及啓発を図る。［継続］ 

 

○ 地方公共団体防災担当者

向けの気象防災ワークショ

ップを関係機関と連携して

実施する。［継続］ 

 

 

 

 

 

 

○ 気象庁ワークショップ「経

験したことのない大雨 そ

のときどうする？」につい

て，関係機関と連携して実施

する。［継続］ 

備 え る 

○ 地域防災支援の取組の強化

を行う。 

 

 

○ 機会を捉えて、防災及び報

道機関との地域防災支援の取

組を継続的に実施している。 

 

○ 地域防災支援の取組の強

化を行う。［継続］ 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

○ JETT（気象庁防災対応支援

チーム）の体制強化や市町等

の関係機関と共同での「振り

返り」実施等の取組を一層推

進する。 

 

○ 地域の実情に応じたきめの

細かい気象解説ができるよう

に「あなたの町の予報官」の

取り組みを実施する。 

 

○ 令和４年度出水期中は、県

庁に職員を複数回 JETT（気象

庁防災対応支援チーム）派遣

した。出水期後に県との振返

りを実施した。 

 

○ 首長訪問時に「あなたの町

の予報官」の取組について市

町への説明を行った。また，

「台風第 14 号による大雨」を

とりまとめた報道発表資料や

気象庁のあらたな取組等のお

しらせをメール送付し周知の

徹底を行った。 

○ 自治体、報道機関との振返

りや部外講演等の機会を捉え

て、「あなたの町の予報官」と

の顔の見える関係の構築に努

めている。 

○ JETT（気象庁防災対応支援

チーム）の体制強化や市町等

の関係機関と共同での「振り

返り」実施等の取組を一層推

進する。［継続］ 

 

○ 地域の実情に応じたきめ

の細かい気象解説ができる

ように「あなたの町の予報

官」の取り組みを実施する。

［継続］ 

 
【中国地方整備局】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知る 

○ 道路施設等に海抜情報を表

示し、避難時の目安となる情

報を提供する。 

○ 継続実施中 

 

○ 道路施設等に海抜情報を

表示し、避難時の目安となる

情報を提供する。[継続] 

察知する 

○ 中国地方整備局 WEB サイト

等において、以下の防災情報

を提供 

【 全 般 】 防 災 体 制 情 報 、

TEC-FORCE活動状況  

【河川】川の防災情報（洪水予

報、水防警報、ダム放流通知）、

浸水想定区域図、水文水質デ

ータベース、NHKデータ放送で

の配信 

・水害リスクラインによる一般

への水位情報提供 

・切迫感やリアリティーのある

河川状況を伝えるため、簡易

型 河 川 監 視 用 カ メ ラ や

YouTube を活用した河川監視

カメラの映像配信。 

 

・設置した危機管理型水位計に

より越水危険箇所の水位情報

を公開し住民の主体的な避難

○ 取組を継続中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 左記の取組を継続。 

 

・ 左記の取組を継続。 

 

 

 

 

 

・ 左記の取組を継続。 

 

 

○ 中国地方整備局 WEBサイト

等において、以下の防災情報

を提供 

【 全 般 】 防 災 体 制 情 報 、

TEC-FORCE 活動状況  

【河川】川の防災情報（洪水予

報、水防警報、ダム放流通

知）、浸水想定区域図、水文

水質データベース、NHK デー

タ放送での配信 

・水害リスクラインによる一般

への水位情報提供 

・切迫感やリアリティーのある

河川状況を伝えるため、簡易

型 河 川 監 視 用 カ メ ラ や

YouTube を活用した河川監視

カメラの映像配信。 

 

・設置した危機管理型水位計に

より越水危険箇所の水位情

報を公開し住民の主体的な
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

を促進。 

 

・平成 30年 7 月豪雨で土砂災害

により甚大な被災を受けた 9

地区において、早期避難など

に役立てていただくための渓

流監視カメラ画像の一般公

開。 

 

・情報発信の強化のため、ツイ

ッター等の SNS 公式アカウン

トを通じた災害情報の提供

（試行）。 

 

【道路】道路情報提供(交通規

制、道路気象情報)、事前通行

規制区間情報、冬季道路情報

(道路ライブ画像、通行止め予

定区間) 

 

【港湾】ナウファス(全国港湾海

洋波浪情報網) 

 

○ 携帯電話事業者が提供する

緊急速報メールサービスを活

用した洪水情報のプッシュ型

配信を広島県内全域で実施 

 

○ 平成 30年 7月豪雨で土石流

被害を受けた地区において、

設置したワイヤーセンサーに

よる警戒 

 

○ 各放送局への河川カメラ映

像の提供。 

   

○ 特別警報発表時など生活に

影響を及ぼすような災害が発

生するおそれがある場合に、

円滑な避難や被害の防止・軽

減に資するため、気象台との

合同記者会見を実施。 

 

 

・ 左記の取組を継続。 

  令和３年８月の大雨による被

災箇所についても左記の取組

を実施 

 

 

 

・ 左記の取組を継続。 

 

 

 

 

・ 左記の取組を継続。 

 

 

 

 

 

・ 左記の取組を継続。 

 

 

○ 左記の取組を継続。 

 

 

 

 

○ 完成施設箇所については撤去

済み 

・ 令和３年８月の大雨による被

災箇所についても左記の取組を

実施 

○ 左記の取組を継続。 

 

 

○ 12/21、1/23 に大雪に関する

緊急発表に伴う合同記者会見を広

島地方気象台と実施。 

 

避難を促進。 

 

・平成 30年 7 月豪雨及び令和 3

年 8月大雨で土砂災害により

甚大な被災を受けた地区に

おいて、早期避難などに役立

てていただくための渓流監

視カメラ画像の一般公開 

 

・情報発信の強化のため、ツイ

ッター等の SNS公式アカウン

トを通じた災害情報の提供

（試行）。 

 

【道路】道路情報提供(交通規

制、道路気象情報)、事前通

行規制区間情報、冬季道路情

報(道路ライブ画像、通行止

め予定区間) 

 

【港湾】ナウファス(全国港湾

海洋波浪情報網) 

 

○ 携帯電話事業者が提供す

る緊急速報メールサービス

を活用した洪水情報のプッ

シュ型配信を広島県内全域

で実施。 

○ 令和 3年 8月大雨箇所によ

る被災箇所についてワイヤ

ーセンサーによる警戒を実

施。 

 

○ 各放送局への河川カメラ

映像の提供。 

 

○ 特別警報発表時など生活

に影響を及ぼすような災害

が発生するおそれがある場

合に、円滑な避難や被害の防

止・軽減に資するため、気象

台との合同記者会見を実施。 

察知する 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

行動する 

○ ｢中国地方の防災に関する

連絡会｣における情報共有・伝

達訓練 

 

○ 要配慮者利用施設について

避難確保計画作成のため、｢講

習会の企画調整及び運営マニ

ュアル｣を提供し，避難対応の

推進を支援 

 

○ 11/29 関係機関が参加する

大規模災害連携訓練（図上訓

練）を開催。 

 

○ 左記の取組を継続。 

○ ｢中国地方の防災に関する

連絡会｣における情報共有・

伝達訓練 

 

○ 要配慮者利用施設につい

て避難確保計画作成のため、

｢講習会の企画調整及び運営

マニュアル｣を提供し，避難

対応の推進を支援 

 

学ぶ 

○ 防災教室,防災訓練,防災イ

ベント等（広島市を中心に展

開予定） 

 

 

○ 防災教育の取組強化 

・教育現場と連携・協力し，防

災教育の支援を実施(整備局

が持っている災害時のリアル

な写真や映像・データなどを

提供，気象台・地理院とも連

携した取組を実施) 

 

○ マイ・タイムラインの普及 

・流域の小中学校、または自治

会において、マイ・タイムラ

イン出前講座を実施。マイ・

タイムライン作成の過程でハ

ザードマップを見てもらい、

自分自身の災害に対する危険

性を把握してもらう。 

○ 中国地方防災研究会及び

（一社）中国建設弘済会との

共催で、中国地方における地

震、台風、豪雨など極端な気

象に関する防災体制の整備強

化と関係者の意識向上を目的

に、中国地方防災研究会講演

会を開催。 

○ 防災イベントへ参加し、降

雨体験機や災害対策車両の展

示、国交省の取組み紹介等を

２回実施。（広島市、三次市） 

 

○ 令和４年度防災に関する出

前講座を９回実施。（広島市、

三次市、福山市） 

 

 

 

 

 

○ 上記の出前講座の内、防災

教育と合わせて２回実施。（広

島市、三次市） 

 

 

 

 

 

○ 中国地方防災研究会講演会

について、7月 4日に第 1回（参

加者約 290 名）、10 月 19 日に

第 2 回（参加者約 150 名）を

開催した。 

○ 防災教室,防災訓練,防災

イベント等（広島市を中心に展

開予定） 

 

 

○ 防災教育の取組強化 

・教育現場と連携・協力し，防

災教育の支援を実施(整備局が

持っている災害時のリアルな

写真や映像・データなどを提

供，気象台・地理院とも連携し

た取組を実施) 

 

○ マイ・タイムラインの普及 

・流域の小中学校、または自治

会において、マイ・タイムライ

ン出前講座を実施。マイ・タイ

ムライン作成の過程でハザー

ドマップを見てもらい、自分自

身の災害に対する危険性を把

握してもらう。 

○ 中国地方防災研究会及び

（一社）中国建設弘済会との

共催で、中国地方における地

震、台風、豪雨など極端な気

象に関する防災体制の整備

強化と関係者の意識向上を

目的に、中国地方防災研究会

講演会を開催。 

【広島県市長会（広島市）】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知    る 

○ 各種広報媒体により災害に

関する一般知識や備え等を広

報する。 

 

○ 広島市 HP、市政出前講座、

講演会・研修会等により、災

害に関する一般知識や平素か

らの備えについて周知した。 

 

○ 各種広報媒体により災害

に関する一般知識や備え等

を広報する。〔継続〕 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

察知する 

○ 避難誘導アプリのダウンロ

ード促進 

 

○ 広島市防災情報メールの登

録促進 

 

○ その他の避難情報の入手方

法の周知 

（広島市防災ポータル、広島市公

式 LINE、広島市公式 SNS、テレ

ビ、気象庁 HPなど） 

 

○ 緊急速報メールの活用の周

知 

 

○ 防災ライブカメラの設置補 

 助 

○ 広島市 HP、SNS、市政出前講

座、講演会・研修会、小学校

への案内、デジタルサイネー

ジ及びポスター掲示等により

周知し、災害の危険性を察知

する手段を確保するための支

援を行った。 

 

 

○ 避難誘導アプリのダウン

ロード促進[継続] 

 

○ 広島市防災情報メールの

登録促進[継続] 

 

○ その他の避難情報の入手

方法の周知[継続] 

（広島市防災ポータル、広島

市公式 LINE、広島市公式 SNS、

テレビ、気象庁 HP など） 

 

○ 緊急速報メールの活用の

周知[継続] 

 

○ 防災ライブカメラの設置

補助[継続] 

 

 

行動する 

○ 自主防災組織による防災訓

練に対する補助 

 

 

○ 地域独自の防災マップ「わが

まち防災マップ」の作成支援 

 

 

○ 避難誘導アプリのダウンロ

ード促進 

 

〇 防災訓練の実施に係る補助

金を交付する制度により、自

主防災組織が効果的な訓練を

実施できるよう支援した。 

〇 地域の危険性を自ら確認

し、災害に備えることのでき

る「わがまち防災マップ」の

作成を支援した。 

〇 避難誘導アプリのダウンロ

ード促進のために以下の普及

啓発を実施した。 

・普及啓発動画を本市の公式

YouTube、Twitter、Facebook

での配信するとともに、マツ

ダスタジアムや本通り交差点

の大型モニターなどでも放映

した。 

・公共施設やサービスエリア、

市内の大学にチラシ・ポスタ

ーの配布、市立小学校、中学

校、高校の児童・生徒へチラ

シを配布した。 

・イベントや研修会等で使い方

と機能を紹介した。・イベント

や研修会等で使い方と機能を

紹介した。 

○ 自主防災組織による防災

訓練に対する補助〔継続〕 

 

 

○ 地域独自の防災マップ「わ

がまち防災マップ」の作成支

援〔継続〕 

 

○ 避難誘導アプリのダウン

ロード促進[継続] 

 

学    ぶ 

○ 自主防災組織による防災講

演会や研修会等の開催に対す

る支援 

 

○ 講演会・研修会・市政出前講

座の開催 

○ 防災まちづくり事業によ

り、防災講演会や研修会を開

催するとともに、体験学習に

対する支援（講師謝礼金、設

備の借り上げ費用等）を実施

した。 

○ 自主防災組織による防災

講演会や研修会等の開催に

対する支援〔継続〕 

 

○ 講演会・研修会・市政出前

講座の開催〔継続〕 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

○ 災害を追体験できる取組の

推進 

 

 

○ こどもを対象とした防災体

験学習の実施 

 

 

○ 普及啓発冊子「たちまち防

災」を活用し、地域防災リーダ

ーが研修を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「たちまち防災」を活用し

た研修を地域防災リーダーが

実施した。 

○ 「広島市豪雨災害伝承館」

等を巡る被災地防災研修会

の開催に対する支援 

 

○ 災害を追体験できる取組

の推進[継続] 

 

 

○ 普及啓発冊子「たちまち防

災」を活用し、地域防災リー

ダーが研修を実施する。〔継

続〕 

備 え る 

○ 防災リーダーの養成事業の

実施 

 

 

 

 

○ 企業や各種団体が開催する

防災イベントと連携し、日頃か

らの備えを啓発 

 

○ 防災士養成講座を２回（１

回目：12/3、12/4 ２回目：

2/11、2/12）実施し、173名の

地域防災リーダー（防災士）

を養成した。 

 

○ 報道機関等が開催する防災

イベントと連携し、避難誘導

アプリのダウンロードや非常

持ち出し品等の日頃からの備

えを啓発した。 

○ 地域防災リーダーの養成

事業の実施 

 

 

 

 

○ 企業や各種団体が開催す

る防災イベントと連携し、日

頃からの備えを啓発〔継続〕 

 

【広島県町村会（坂町）】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知  る 

○ 「地震防災マップ」・「津波・

高潮ハザードマップ」、「土砂

災害ハザードマップ」の広報

誌や HPでの周知、転入者等に

配布し啓発を実施 

 

○ 土砂災害警戒区域の確認方

法を広報誌や町ＨＰで周知 

 

○ 広島県防災入力システムを

利用し、避難施設の設備状況、

災害時における混雑状況等、

情報提供の実施 

 

○ 左記取組を実施した。 ○ 「地震防災マップ」・「津

波・高潮ハザードマップ」、

「土砂災害ハザードマップ」

の広報誌や HP での周知、転

入者等に配布し啓発を実施

[継続] 

 

○ 土砂災害警戒区域の確認

方法を広報誌や町ＨＰで周

知[継続] 

 

○ 広島県防災入力システム

を利用し、避難施設の設備状

況、災害時における混雑状況

等、情報提供の実施[継続] 

 

〇 「津波・高潮ハザードマッ

プ」に、新たな一時避難場所

を追加するとともに、発災時

の避難行動や災害情報の入

手方法等より分かりやすく

し、住民の理解力の向上を図

る。 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

察知する 

○ 防災行政無線等により災害

情報を周知すると共に、町の

自主避難先の開設情報や高台

等への駐車場確保に関する情

報を周知 

 

○ 町の登録制メールによる、

災害情報や避難所等の開設情

報の周知 

 

○ エリアメールによる、災害

情報の周知（NTTドコモ、KDDI、

ソフトバンク、楽天モバイル） 

 

 

○ 戸別受信機の無償貸与を実

施し、避難情報をより確実に

伝達するほか、難聴世帯に対

しては個別アンテナの設置 

 

 

○ 河川監視カメラの設置及び

映像公開情報の周知 

○ 左記取組を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ７台目のカメラを設置し 

た。 

○ 防災行政無線等により災

害情報を周知すると共に、町

の自主避難先の開設情報や

高台等への駐車場確保に関

する情報を周知[継続] 

 

○ 町の登録制メールによる、

災害情報や避難所等の開設

情報の周知[継続] 

 

○ エリアメールによる、災害

情報の周知（NTT ドコモ、

KDDI、ソフトバンク、楽天モ

バイル）[継続] 

 

○ 戸別受信機の無償貸与を

実施し、避難情報をより確実

に伝達するほか、難聴世帯に

対しては個別アンテナの設

置[継続] 

 

○ 河川監視カメラの設置及

び映像公開情報の周知 [継

続] 

 

行動する 

○ 避難施設をいち早く開設す

る体制を庁内で整備 

 

○ 高齢者等避難を発令する前

であっても、災害の危険性が

考えられる場合、また夜間に

なる前に自主避難所を開設 

 

○ 消防団と協働し、町内全地

域の災害に対応可能な体制を

整備 

 

○ 消防団員への普通救命講習

の実施 

 

○ 自主防災組織に対し「避難

の呼びかけ体制づくり」の支

援を実施 

 

○ 総合防災訓練を実施し、関

係機関との連携協力体制を確

立するとともに、地域住民の

防災意識の高揚を図る 

○ 左記取組を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 10/23規模を縮小して実施 

 

○ 避難施設をいち早く開設

する体制を庁内で整備 [継

続] 

○ 高齢者等避難を発令する

前であっても、災害の危険性

が考えられる場合、また夜間

になる前に自主避難所を開

設[継続] 

○ 消防団と協働し、町内全地

域の災害に対応可能な体制

を整備[継続] 

 

○ 消防団員への普通救命講

習の実施[継続] 

 

○ 自主防災組織に対し「避難

の呼びかけ体制づくり」の支

援を実施[継続] 

 

○ 消防団ポンプの更新によ

る、消防能力の向上を図る。 

○ 民間社会福祉法人が整備

する障害福祉サービス施設

の一部を災害時の一次避難

場所として利用するための

整備を実施 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

学  ぶ 

○ 防災リーダー養成講座開催 

 

○ 自主防災組織養成講座開催 

 

○ 地域の自主的な防災講座の

支援 

○ 防災士養成講座受講者の募

集 

○ 写真や映像を通じて災害や

避難について学べる施設を整

備し、災害の実態を後世に伝

えていく 

○ 防災士養成講座受講者を募

集 

○ 防災リーダー養成講座を実

施 

 

○ 防災リーダー養成講座開

催[継続] 

 

○ 自主防災組織養成講座開

催[継続] 

 

○ 地域の自主的な防災講座

の支援[継続] 

 

○ 防災士養成講座受講者の

募集[継続] 

 

○ 写真や映像を通じて災害

や避難について学べる災害

伝承ホールにより、災害の実

態を後世に伝えていく。[継

続] 

 

○ ３０年７月豪雨災害の被

害状況や復旧・復興の取り組

みを記録誌としてまとめ、被

災から得た教訓を後世に継

承し、町民の防災意識の更な

る向上を目指す。 

備 え る 

○ 避難情報発令時に「非常持

出品の携行」について防災行

政無線等で周知 

 

○ 公共施設において非常持出

品を展示し、準備を提唱 

 

 

○ 町広報誌等において、備蓄

の呼びかけ 

 

○ マイ・タイムラインの全戸

配布 

○ 左記取組を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ５月に水害用、８月に台風

用を全戸配布して、備える意

識の向上を図った。 

○ 避難情報発令時に「非常持

出品の携行」について防災行

政無線等で周知[継続] 

 

○ 公共施設において非常持

出品を展示し、準備を提唱

[継続] 

 

○ 町広報誌等において、備蓄

の呼びかけ[継続] 

 

○ マイ・タイムラインの全戸

配布[継続] 

 

 
 
 
 
【広島県教育委員会】 

行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

知る 

○ ハザードマップ等を活用 

し，災害危険箇所，避難場所， 

避難経路を確認。訓練実施後 

に避難場所・避難経路等の見 

直しを実施するよう指導 

○ ６月の一斉防災教室実施後

に，危機管理マニュアル等を

見直すよう指導した。 

○ 11 月の一斉地震防災訓練実

施後に，危機管理マニュアル

等を見直すよう指導した。 

○ ハザードマップ等を活用

し，災害危険箇所，避難場所，

避難経路を確認。訓練実施後

に避難場所・避難経路等の見

直しを実施するよう指導[継

続] 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

行動する 

○ まち歩きや防災マップの作

成による災害危険箇所等の確

認 

○ 一斉防災訓練への参加や避

難行動の確認 

 

○ 災害種別に対応した危機管

理マニュアルの作成・見直し 

○ ６月の一斉防災教室実施後

に，危機管理マニュアル等を

見直すよう指導した。 

○ ６月の一斉防災教室への参

加に係る通知を発出して，防

災教育の充実を働きかけた。 

○ 11月の一斉地震防災訓練実

施後に，危機管理マニュアル

等を見直すよう指導した。 

○ 11月の一斉地震防災訓練参

加に係る通知を発出して，防

災教育の充実を働きかけた。 

○ 災害種別ごとの危機管理マ

ニュアルに不備のある学校を

個別に指導した。 

○ 地域防災計画の見直しによ

って，新たに要配慮者利用施

設として位置付けられた公立

学校に対して，関係法令等に

基づいた対応をするよう，個

別に指導した。 

○ 文部科学省調査「学校安全

取組状況調査」の回答内容に

基づき，法律に基づいた対応

をするように指導した。 

○ まち歩きや防災マップの

作成による災害危険箇所等

の確認[継続] 

○ 一斉防災訓練への参加や

避難行動の確認[継続] 

○ 災害種別に対応した危機

管理マニュアルの作成・見直

し[継続] 

学  ぶ 

○ 町内会，自主防災組織等，

地域と連携した防災訓練の実

施 

 

 

○ まち歩きや防災マップの作

成による災害危険箇所等の確

認 

 

 

 

 

○ 学校における防災教育の推

進 

・防災教育を推進するための教

職員研修の実施 

・「ひろしまマイ・タイムライン」

の活用事例を紹介 

・「防災教育の手引」を活用した

「防災に関する授業」の推進 

 

 

 

 

 

 

○ 「防災週間」及び「津波防

災の日」の周知の際，関係機

関と連携をして，防災体制の

整備に努めるよう指導した。 

○ 広島県学校保健研究協議大

会において，「自分の命を自分

で守る～地域や家族で考える

事前の防災～」と題して，講

師を招聘して，防災教育に係

る講義を行い，各校の防災教

育の充実を図るよう指導し

た。 

○ 学校における防災教育の推

進 

・令和４年度学校安全指導者講

習会において，各校の学校安

全計画の見直しに資する学校

安全に係る最新情報，「ひろし

まマイ・タイムライン」を活

用した取組及び「防災教育の

手引」の内容を紹介し，各校

の防災教育の取組の充実を図

るよう指導した。 

・文部科学省調査「学校安全取

組状況調査」の回答内容に基

づき，各校の対応について個

○ 町内会，自主防災組織等，

地域と連携した防災訓練の

実施[継続] 

○ まち歩きや防災マップの

作成による災害危険箇所等

の確認[継続] 

○ 学校における防災教育の

推進[継続] 

 ・防災教育を推進するための

教職員研修の実施 

 ・「ひろしまマイ・タイムラ

イン」の活用事例を紹介 

 ・「防災教育の手引」を活用

した「防災に関する授業」

の推進 
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行動目標 取組内容 令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ホットライン教育ひろしま

で公民館職員に，公民館等で

防災等をテーマにした学習講

座を企画する際に活用できる

情報を提供 

 

別に指導した。 

・令和４年度初任者研修におい

て，「安全教育の進め方」に関

する講義を行い，「防災教育の

手引」に示した事例から，「ひ

ろしまマイ・タイムライン」

を活用した中学校の取組と紙

上での活用した事例を紹介し

た。 

・各学校の防災教育の取組に不

備がないように，学校安全取

組状況調査を実施して，各市

町教育委員会と連携して学校

の取組状況を確認した。 

 

 

○ 防災講座用のパンフレット

や映像，パネル等が活用でき

るよう関係リンク先 HPを紹介

した 

 

○ 防災講座用のパンフレット

や映像，パネル等が活用でき

るよう関係リンク先 HPを紹介

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ホットライン教育ひろし

まで公民館職員に，公民館等

で防災等をテーマにした学

習講座を企画する際に活用

できる情報を提供[継続] 
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【広島県】 

行動目標 取組内容 令和４年度の実施状況 令和５年度の取組内容 

知 る 

○ 災害危険箇所，避難場所， 

避難経路の確認の促進 

・ 地域，企業，学校等の参加に

よる「一斉防災教室」の実施 

・ 報道機関との連携によるテレ

ビ・ラジオ等を通じた定期的

な広報の実施 

・ 防災教室，広報番組，イベン

ト等において，「広島県防災

Web」やポータルサイト「みん

なで減災 はじめの一歩」など

の利用促進 

・ 県内の大規模イベント等にお

ける，「みんなで減災」推進大

使による呼び掛け 

・ 県内の大規模企業への訪問に

よる従業員及びその家族によ

る実施働きかけ 

 

 

 

 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムラ

イン」の利用による「知る」

取組の推進 

 

 

 

 

 

 

 

○ 災害を可視化するためのＶ

Ｒ教材の作成及びその教材を

活用した疑似体験の実施 

 

 

 

 

〇 中小事業者等に事業継続計

画(BCP)の策定支援を，引き続

き行う。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 災害危険箇所，避難場所，

避難経路の確認の促進 

・ 地域，企業，学校等の参加に

よる「一斉防災教室」を実施

した。（5/16～6/17） 

・ 報道機関との連携によるテレ

ビ・ラジオ等を通じて「みん

なで減災」推進大使を活用し

た広報を実施した。 

・ 広報番組において，「広島県

防災 Web」やポータルサイト

「みんなで減災はじめの一

歩」などの利用を促進した。 

・ 新型コロナウイルス感染症の

状況を注視した上で，企業へ

の訪問を実施し，マイ・タイ

ムラインの作成を呼びかけ

た。 

・ 内閣府主催の「ぼうさいこく

たい２０２２」のセッション

にオンラインで参加（10月 23

日） 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムラ

イン」の利用による「知る」

取組の推進 

・ みんなで減災推進課・河川

課・砂防課の３課で連携した

「ひろしま防災出前講座」の

実施（広島地方気象台とも連

携） 

 ≪実施済≫153校（2月末まで） 

 

○ 「ひろしま防災出前講座」

での活用や市町等への貸出を

実施 

・ 広島大学防災・減災研究セ

ンター監修で地震・津波災害

VR を制作 

 

従来の３つの支援メニュー「Ｂ

ＣＰの啓発」「ＢＣＰ策定支援」

「ＢＣＰ検証机上演習」の受講

を通して，新規にＢＣＰの策定

に取り組む事業者は次のとおり

である。 

また，令和３年度から，同業種

や異業種の団体組合会員企業向

けに，希望団体の所在する地域

での出前（出張型）講座を実施。 

○ 継続して取り組む 

・ 引き続き新型コロナウイル

ス感染症の状況を注視した

上で，イベント等での広報や

企業訪問を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む 

 

 

 

 

 

 

○ 中小事業者等に事業継続

計画(BCP)の策定支援を，引

き続き行う。 
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行動目標 取組内容 令和４年度の実施状況 令和５年度の取組内容 

1．ＢＣＰの啓発（ＢＣＰを知る） 

県内中小事業者等に対して，Ｂ

ＣＰの必要性や事業継続のマネ

ジメント体制（ＢＣＭ活動）の

整備を訴える，専門家の「ＢＣ

Ｐ普及推進フォーラム・セミナ

ー」の他に，県職員による企業

訪問や，セミナーを実施する。 

 

 

 

2．ＢＣＰ策定支援（ＢＣＰを策

定する） 

従来の「ＢＣＰ策定講座」の他

に，内容を厳選して，従来のＢ

ＣＰよりも分量を減らし企業規

模や企業の現状を考慮した，よ

り策定しやすい「ＢＣＰ策定講

座」を新設する。 

 

3．共助体制の構築 

共助のハブとなりうる，同業組

合に対する講座や，サプライチ

ェーンの中核企業やその取引先

企業向けの出張型講座（セミナ

ー，策定講座，机上演習）を新

設する。 

 

4．ＢＣＭ活動の推進（ＢＣＰを 

検証する） 

ＢＣＰの効果検証等を試みる

「机上演習」の他に，演習企画・

実施のノウハウを修得できる

「机上演習企画運営講座」を新

設する。 

 

○ 土砂災害警戒区域等の認知

度度向上の取組 

・標識設置実施計画に基づく計

画的な標識設置の推進 

・土砂災害警戒区域等の 3D マッ

プ化における建物等の立体化 

・AR 技術を活用した土砂災害警

戒区域等の可視化と土砂災害

記録の伝承 

 

 

 

 

 

 

ＢＣＰの啓発 

■ フォーラム・セミナー 

４４０人 

 

ＢＣＰ策定支援 

■ 策定講座 

１２４社 

 

ＢＣＭ活動の推進 

■ 検証机上演習 

５６社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 土砂災害警戒区域等の認知

度向上の取組 

・土砂災害警戒区域等を示した

標識を累計で 284 小学校区に

設置 

・土砂災害警戒区域等の 3D マッ

プ化における建物等の立体化

について，一部地域において

運用開始（６月） 

・AR 技術を活用した土砂災害警

戒区域等の可視化について運

用開始（６月） 

 

 

 

1．ＢＣＰの啓発（ＢＣＰを知 

る） 

県内中小事業者等に対して，Ｂ

ＣＰの必要性や事業継続のマ

ネジメント体制（ＢＣＭ活動）

の整備を訴える，専門家の「Ｂ

ＣＰ策定推進フォーラム・普及

啓発セミナー」の他に，県職員

による企業訪問や，セミナーを

継続実施する。 

 

2．ＢＣＰ策定支援（ＢＣＰを

策定する） 

「ＢＣＰ策定講座」の他，内容

を厳選して，従来のＢＣＰより

も分量を減らし企業の規模や

現状を考慮した，より策定しや

すい講座も継続実施する。 

 

 

3．ＢＣＭ活動の推進（ＢＣＰ

を検証する） 

ＢＣＰの効果検証等を試みる

「机上演習」の他に，演習企

画・実施のノウハウを修得でき

る「机上演習企画運営講座」を

継続実施する。 

 

4．共助体制の構築 

共助のハブとなりうる，同業組

合に対する講座や，サプライチ

ェーンの中核企業及びその取

引先企業向けの出張型講座（セ

ミナー，策定講座，机上演習）

を継続実施する。 

 

○ 土砂災害警戒区域等の認

知度向上の取組 

・標識設置実施計画に基づく計

画的な標識設置の推進 

・AR 技術を活用し過去の災害記

録等を簡易かつ分かりやす

く確認できる機能の実装 

 

 

 

 

 

 

 

 

知る 
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行動目標 取組内容 令和４年度の実施状況 令和５年度の取組内容 

・「呼びかけ避難」ポスターの掲

示や，自主防災組織の代表者

を対象とした防災教室の開催

など，避難につながる取組を

推進し，区域指定の効果を高

める取組を継続 

 

 

 

 

 

 

○ 「ため池ポータル」による

情報の周知 

 引き続きデータの整理を 

行い，マップ上で公表す 

るため池を順次拡大する 

 

○ 山地災害危険地区情報シス

テム（HP）での山地災害危険

地区情報の周知 

 

 

・「呼びかけ避難」と「率先避難」

の避難行動を啓発するメッセ

ージについて，ポスター，チ

ラシ，テレビ・ラジオ等を通

じて短期集中的に発信する避

難啓発推進キャンペーンを実

施（６月） 

・自主防災組織の代表者などを

対象とした防災教室の開催

（11月），学校安全指導者講習

会（10月） 

 

○ 「ため池ポータル」による

情報の周知 

 最新情報への更新を行った 

（6月，12月，3月） 

 

 

○ 山地災害危険地区情報シス

テム（HP）での山地災害危険

地区情報の周知 

・避難行動を啓発するメッセー

ジをポスターや SNS等の多様

なメディアやツールを用い

て情報発信する取組や，自主

防災組織の代表者を対象と

した防災教室の開催など，避

難につながる取組を推進し，

区域指定の効果を高める取

組を継続 

 

 

 

○ 「ため池ポータル」による

情報の周知 

・引き続き最新情報に更新して

いく。 

 

 

○ 山地災害危険地区情報シ

ステム（HP）での山地災害危

険地区情報の周知 

・引き続き最新情報に更新して

いく。 

察知する 

○ 気象情報・防災情報の意味

の周知や，防災情報メールへ

の登録促進 

・報道機関との連携による，テ

レビ，ラジオ等を通じた，定

期的な広報の実施 

・県内の大規模イベント等にお

ける，「みんなで減災」推進大

使による周知 

・県広報番組，県広報誌等を通

じた防災情報メールの登録の

呼びかけ 

・県内企業を訪問し，従業員及

びその家族による登録を働き

かけ 

 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムラ

イン」の作成を促すことによ

る「察知する」取組の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 気象情報・防災情報の意味

の周知や，防災情報メールへ

の登録促進 

・ 報道機関との連携によるテレ

ビ・ラジオ等を通じて「みん

なで減災」推進大使を活用し

た広報を実施した。 

・ 広報番組において，「広島県

防災 Web」やポータルサイト

「みんなで減災はじめの一

歩」などの利用を促進した。 

・ 新型コロナウイルス感染症

の状況を注視した上で，企業

への訪問を実施し，マイ・タ

イムラインの作成を呼びかけ

た。 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムラ

イン」の利用による「察知す

る」取組の推進 

・ みんなで減災推進課・河川

課・砂防課の３課で連携した

「ひろしま防災出前講座」の

実施（広島地方気象台とも連

携） 

 ≪実施済≫153校（2月末まで） 

 

 

○ 継続して取り組む 

・ 引き続き新型コロナウイル

ス感染症の状況を注視した

上で，イベント等での広報や

企業訪問を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知る 
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行動目標 取組内容 令和４年度の実施状況 令和５年度の取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 防災情報の信頼性を高める

取組 

・土砂災害警戒情報の精度向上

等の検討 

・引き続き，土砂災害危険度情

報システムを活用した自治体

の防災情報発信に係る支援の

強化 

○  防災アプリを活用したマ

イ・タイムラインの作成促進 

・ 昨年「Yahoo!防災速報」に

マイ・タイムラインを作成で

きる機能が実装され，全国で

運用開始された。 

・ 防災アプリを活用したマ

イ・タイムライン作成促進を

図るため，折り込みチラシの

配布やウェブ広告などの広報

プロモーションを実施した。 

 

○ 防災情報の信頼性を高める

取組 

・大雨特別警報基準の追加等に

伴う土砂災害危険度情報シス

テムの改修の実施 

○ 継続して取り組む 

 

 

 

 

 

○ 新たに LINE を活用したマ

イ・タイムライン作成ツール

の普及促進に取り組む。 

 

 

 

○ 防災情報の信頼性を高め

る取組 

・土砂災害警戒情報の精度向上

等の検討 

・土砂災害危険度情報システム

を活用した自治体の防災情

報発信に係る支援の強化 

行動する 

○ 災害の状況に応じた適切な

避難行動等の周知や防災訓練

等への参加の呼びかけ 

・ 報道機関との連携による，テ

レビ，ラジオ等を通じた，定

期的な広報の実施 

・ 県内の大規模イベント等にお

ける，｢みんなで減災｣推進大

使による周知 

・ 「一斉防災教室」の実施 

・ 県内企業を訪問し，従業員及

びその家族に訓練等への参加

を働きかけ 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムラ

イン」の作成を促すことによ

る「行動する」取組の推進 

○ 災害の状況に応じた適切な

避難行動等の周知や防災訓練

等への参加の呼びかけ 

・ 地域，企業，学校等の参加に

よる「一斉防災教室」を実施

した。（5/16～6/17） 

・ 全県民を対象に一斉地震防災

訓練を実施（11月 2日） 

・ 報道機関との連携によるテレ

ビ・ラジオ等を通じて「みん

なで減災」推進大使を活用し

た広報を実施した。 

・ 新型コロナウイルス感染症

の状況を注視した上で，企業

への訪問を実施した。 

○ 「ひろしまマイ・タイムラ

イン」の利用による「行動す

る」取組の推進 

・ みんなで減災推進課・河川

課・砂防課の３課で連携した

「ひろしま防災出前講座」の

実施（広島地方気象台とも連

携） 

 ≪実施済≫153校（2月末まで） 

○ 継続して取り組む 

・ 引き続き新型コロナウイル

ス感染症の状況を注視した

上で，イベント等での広報や

企業訪問を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む 
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行動目標 取組内容 令和４年度の実施状況 令和５年度の取組内容 

学 ぶ 

○ 普段から災害に備えるため

災害に関する正しい知識の習

得 

・ 地域，企業，学校等の参加に

よる「一斉防災教室」の実施 

・ 報道機関と連携した定期的な

広報により，防災教室や防災

訓練等への参加促進，災害か

ら命を守る行動などについて

周知 

・ 県内の大規模イベント等にお

いて，「みんなで減災」推進大

使による防災教室の実施 

・ 県内の大規模イベント等にお

ける職員による防災教室の実

施 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムラ

イン」の作成を促すことによ

る「学ぶ」取組の推進 

 

 

 

 

 

 

 

○ 災害を可視化するための VR

教材の作成及びその教材を活

用した疑似体験の実施 

 

 

 

 

○ 県防災 Web に過去の災害記

録を掲載 

・引き続き，災害記録を蓄積し，

災害記憶の伝承に向けた取組

を推進 

 

 

 

○ 普段から災害に備えるため

災害に関する正しい知識の習

得 

・ 地域，企業，学校等の参加に

よる「一斉防災教室」を実施

した。（5/16～6/17） 

・ 全県民を対象に一斉地震防災

訓練を実施（11月 2日） 

・ 報道機関との連携によるテレ

ビ・ラジオ等を通じて「みん

なで減災」推進大使を活用し

た広報を実施した。 

・ 内閣府主催の「ぼうさいこ

くたい２０２２」のセッショ

ンにオンラインで参加（10 月

23 日） 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムラ

イン」の利用による「学ぶ」

取組の推進 

・ みんなで減災推進課・河川

課・砂防課の３課で連携した

「ひろしま防災出前講座」の

実施（広島地方気象台とも連

携） 

 ≪実施済≫153校（2月末まで） 

 

○ 「ひろしま防災出前講座」

での活用や市町等への貸出を

実施 

・ 広島大学防災・減災研究セン

ター監修で地震・津波災害 VR

を制作 

 

○ 県防災 Web に過去の災害記

録を掲載 

・災害記録を蓄積し，災害記憶

の伝承に向けた取組を推進 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む 

・ 引き続き新型コロナウイル

ス感染症の状況を注視した

上で，イベント等での広報や

企業訪問を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む 

 

 

 

 

 

 

○ 県防災 Webに過去の災害記

録を掲載 

・災害記録を蓄積し，災害記憶

の伝承に向けた取組を推進 
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行動目標 取組内容 令和４年度の実施状況 令和５年度の取組内容 

○ 砂防出前講座の実施 

・VR 教材や大型模型など様々な

ツールを活用した出前講座の

実施など効果的な防災教育を

推進 

 

○ 近年多発する山地災害や防

災対策への理解を深めるとと

もに，防災に対する関心を高

めていただくため，学生対象

の出前講座を開催 

○ 砂防出前講座の実施 

・43 小中学校で砂防出前講座を

実施 

 

 

 

○ 近年多発する山地災害及び

防災対策，治山事業実施の効

果などの理解促進を目的とし

て説明会を実施した。 

○ 砂防出前講座の実施 

・VR 教材や大型模型など様々な

ツールを活用した出前講座

の実施など効果的な防災教

育を推進 

 

○ 近年多発する山地災害及

び防災対策，治山事業実施の

効果などの理解促進を目的

として説明会を実施する。 

備 え る 

○ 普段から災害に備えるため

の行動を実施 

・報道機関と連携した定期的な

広報により，非常持出品の備

えなどについて周知 

・みんなで減災」備えるフェア

の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムラ

イン」の作成を促すことによ

る「備える」取組の推進 

 

 

 

 

 

 

 

○ 普段から災害に備えるため

の行動を実施 

・ 報道機関との連携によるテレ

ビ・ラジオ等を通じて「みん

なで減災」推進大使を活用し

た広報を実施した。 

・ ホームセンターやショッピン

グセンターなどの生活に身近

な場所において，非常持出品

の特設コーナーを設置するな

ど，非常持出品として備える

べきものや，ローリングスト

ックといった備え方の工夫な

どを周知する「みんなで減災」

備えるフェアを開催した。 

 ≪開催期間≫8/27～9/11（16 日

間）52 企業（2,748 店舗）参

加 

≪開催期間≫3/4～3/20（17 日

間）54 企業（2,750 店舗）参

加 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムラ

イン」の作成を促すことによ

る「備える」取組の推進 

・ みんなで減災推進課・河川

課・砂防課の３課で連携した

「ひろしま防災出前講座」の

実施（広島地方気象台とも連

携） 

≪実施済≫153校（2月末まで） 

 

○ 継続して取り組む 

・「みんなで減災」備えるフェ

アについては，県民の防災意

識が向上する時期を捉え，よ

り効果的に実施するため，令

和 5年度から 6月と 1月に実

施時期を変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学ぶ 


